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はじめに

「大学」とは何か。 こうした単純な問いについては、 例えば、 大

学で学ぶ者にとって、 また大学を職場とする者にとって、 さらには

地域社会で大学を目にする者にとって、 というようにそれぞれに応

じた答え方というものが存在する。 そして、 おそらくその答えはど

れも間違ってはいないだろう。 教育機関として、 研究機関として、

あるいは職場として。 地域の憩いの場というのもあるに違いない。

そういった大学に対するまなざしの総体が、 ある意味において、 大

学のあり方を表していると言えるのである。

ところが、 そうした大学に対するまなざしなどは、 日々の生活の

中で特に意識することがない。 大学とは何か、 という問いも、 無理

に設定した問いかけだとシニカルに捉えることもできよう。 実際、

自らの研究にとって大学などは単なる場所提供の役割しか果たさな

いと見る向きも存在するし、 大学で学ぶことも日常生活の一 部であ

って全てではない以上、 特に意識する必要もない、 と考える学生も

多いことだろう。

しかしながら、 その反面、 大学が自らのアイデンテイティと深く

関係している場面に遭遇してしまい、 時には驚愕してしまうことも

あるのではなかろうか。「校風」や「スク ールカラ ー」という言薬の

意味は、 人生の多感な時期を大学で過ごした学生にとっては案外重

いものがあるc 自分ではそう思っていないにせよ、 世間ではそのよ

うに見られているという構図に「大学」という場はうまく嵌り込む

のである。 真面目な00大生、 おしゃれな△△大生、 というステレ

オタイプが妙に信憑性をもつのは、 いったいどのような理由からな

のか。 そういうところからも「大学」とは何かを考えることができ

るのであり、 あながち無理に設定した問いかけとも言い切れないの

ではなかろうか。

本書は、 こうした「大学」とは何かという問いかけに対し、 大学

の沿革（歴史）に注目することで、 大学のあり方について考察する



契機となるよう執筆されたものである。 大学史を通じて大学を知る、

という行為は、 一見迂遠な作業にも思えるだろうが、 日々の大学生

活そのものが大学の歴史を形成しているという意味で、 大学史はリ

アルな大学生活そのものであるとも言える。 つまり、 歴史という遠

い昔の話としてではなく、 現実に今を生きる者にとっての足元を見

据える作業として、 大学史を捉えてみたいのである。 本書の性格上、

大阪府立大学史の記述が中心となっているが、 こうした試みを近隣

の大学や興味のある大学に広げていけば、 いわば大学史を通したネ

ットワ ー クも形成できるだろうし、 学生を中心とするサ ー クル活動

や地域ボランティア活動などへと展望が広がるかもしれない。 大学

史はいわば一つの可能性なのである。

大阪府立大学史に関する調査研究は、 南努大阪府立大学学長の指

定により2008（平成20)年4月に設置されたバ ー チャル研究所の一

つ、 大学史編築研究所で行われている。 設置に際しては、 奥野武俊

理事、 中西繁光理事からも強いご支援を頂いた。 現在は諸般の事情

から十分な活動へと展開できていないが、 将来は体制の整備などを

受けて本格的な大学史編纂事業などに着手できればと考えている。

本書は大阪府立大学における大学史編築事業の第一 歩であるとと

もに、 大学史のあり方に対する 一つの試みと言える。 読者各位には、

忌憚ないご意見をお願い申し上げる次第である。
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第1章 高等教育とは何か

本章では、 大学とは何かを考察するにあたり、 大学に代表される

高等教育機関の意味について概説し、 大学史を学ぶにあたって必要

な知識の整理を行う。 具体的には、 日本における大学制度発達の歴

史を概観する。

1. 高等教育機関と大学

高等教育機関としての大学 大学とは教育機関の一つである。 だだし

大学を「最高学府」と表現することもあるように、 教育制度的には

初等 ・ 中等教育の上にある高等教育機関として位置付けられている。

世界史的な観点からすれば、 エ ジプトのカイロに設立されたア

ル ・ アズハル学院(988年） や、 英語のuniversity（ユニバ ー シティ）

の語源でもあるラテン語のuniversi tasにあたる、 イタリアのボロー

ニャに設立されたAlma mater studiorum (1088年、 現在のポローニ

ャ大学） などが最古の大学の例と言える。 今日の大学の起源として

は、 このポローニャ大学を指すことが多く、 西ヨ ー ロッ パではその

後、 オックスフォ ー ド大学(1209年）、 パリ大学(1275年） へと続い

ていく。 こうした中世の「大学」から今日の大学に至る変遷は、 極

めて興味深い教育史のテ ー マの一つと言えよう。

いわゆる近代的総合大学の喘矢として有名なのは、 1810年に設立

されたドイツのベルリン大学（現在のベルリン ・ フンボルト大学）

である。 創立者であるフンボルトや初代学長であったフィヒテらは

大学の理念について浩i翰な議論を展開しており、 ある意味において、

近代における大学のあり方を決定付けたとも言える。 大学に対する

「良き伝統」といったイメ ー ジが存在するならば、 それはドイツ観念

論の影轡下にあったベルリン大学のような大学のあり方を想定して

いる場合が多い。

20世紀になり高等教育機関への進学が世界的にも広がっていく中

で、 大学の大衆化などが叫ばれ始めるようになった。 また、 産業構
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造の転換とともに大学における研究のあり方も、 大きな変化がもた

らされるようになった。 こうした大学のあり方を最も顕著に示して

いるのが、 アメリカの大学であるだろう。 現在のアメリカの大学制

度は、 リベラルアー ッカレッジと、 総合大学、 専門（単科）大学の

別に分かれているが、 さらに公立（コミュニティ ーカレッジ〈2年制

公立大学〉を含む）と私立との差を含めて、 多様な大学のあり方を

示している。 その意味で、 邸等教育機関としての大学を単一 的なイ

メ ー ジで把握することは極めて困難である。

「21世紀に向けての高等教育世界宣言」 しかしながら、 大学におい

て研究と教育が中心的な機能を担っていることは間違いない。 そし

て、 この研究と教育に対する貨任所在と社会貢献のあり方が、 大学

にとってどうあるべきかが問われている状況にあると言えるのであ

る。 このことは以下に挙げる、 ユネスコ(UNESCO)高等教育国際

会議での「21世紀に向けての高等教育世界宜言(World Declaration 

on Higher Education for the Twenty-First Century: Vision and 

Action)」（1998年パリで採択）において示された、 高等教育の使命

と機能や展望、 今後の行動に関する条項からも明らかである（訳文

は日本科学者会議・東京高等教育研究所絹(1999)に拠った）。

高等教育の使命と役割

第1条 教育と養成およぴ研究をおこなう使命

第2条 倫理的役割、 自治、 責任、 および期待される役割

高等教育の新たな展望の形成

第3条 機会均等

第4条 女性の参加の拡大と役割の推進

第5条 自然科学、 芸術、 人文科学における研究を通じた知

識の推進とその成果の普及

第6条 適切性に基づく長期的な方向づけ

第7条 労働の世界との協力の強化、 および社会のニ ー ズの

分析と予測
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第8条 機会均等を増進するための多様化

第9条 革新的教育方法・批判的思考と創造性

第10条 主要な当事者としての高等教育の教職員と学生

展望から行動へ

第11条 質的な評価

第12条 技術の可能性と課題

第13条 高等教育の管理および財政の強化

第14条 公共サ ー ビスとしての高等教育の財政

第15条 国境および大陸を越えての知識と技術の共有

第16条 「頭脳流出」から「頭脳流入」へ

第17条 共同関係と協力

この宣言からもうかがえるように、 高等教育機関が社会に果たす

役割という点が今後ますます重視されていくことは間違いない。 し

たがって、 こうした社会性の観点から大学とは何かを見ていく必要

があるだろう。

日本の高等教育機関 現在の日本における高等教育機関の学校教育

法上の位置付けは、 高等学校、 中等教育学校などの後期中等教育に

続く教育機関に該当する。 具体的には以下の学校が該当し、 それぞ

れ学士、 準学士等の学位授与や専門士等の称号授与がなされている。

大学（学士）

短期大学・高等専門学校（短期大学士・準学士）

大学校（学士〈学位取得が可能な場合〉）

専修学校専門課程（専門士、 高度専門士）

ただし、 大学校と専修学校専門課程については、 文部科学省の定

めによる一 定の水準を満たしたものに限られており、 すべての学校

が高等教育機関に該当するわけではない。 例えば、 警察大学校や税

務大学校等は、 公務員等の研修施設学校であり、 高等教育機関とは
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みなされない。 一方、 防衛大学校や気象大学校等は、 学士の学位授

与が認められている高等教育機関である。 また、 専修学校専門課程

等で授与される専門士や高度専門士の称号は国内通用のもので、 学

位とは異なる点に注意する必要がある。

ただし、 ここで挙げた学校等はあくまでも学校教育法の規定に従

ったものであり、 例えば日本国内における海外の大学や文部科学省

管轄外の学校（いわゆる「非一 条校」）はこれに含まれていない。 ま

た、 現行学校教育法施行以前にも高等教育機関は存在していたわけ

であり、 大学を狭義に捉えるだけではある種の誤解が生じるおそれ

もある。 そこで、 日本における大学制度の発達について軽く概観し

ておくことにしたい。

2. 大学制度の史的展開

近代日本の大学制度 日本における大学という名の教育機関が最初

に設立されたのは、 律令制度下の「大学寮」であるが、 こうした近

代以前の教育制度と今日の大学とを比較するのは少々困難である。

ただし、 私立大学の中には、 近世の僧侶養成学校等をカレッジとみ

なすことで、 同一の系譜に連ねている場合も多い。

日本における近代的な大学制度は、 1886（明治19) 年の帝国大学

令による帝国大学設置に始まると言ってよい。 この帝国大学は1897

（明治30)年に京都にも設置されたことから東京帝国大学と改称され

るが、 以後、 東京、 京都、 東北、 九州、 北海道、 京城、 台北、 大阪、

名古屋の9帝国大学を頂点とする高等教育機関が整備されるに至った

のである。

大正期になると、 産業界から高度の専門的な人材を求める動きが

大いに高まった。 さらに、 私立学校や専門学校側からも大学として

の拡充を求める動きが活発となり、 1918（大正7) 年に大学令が制定

され、 帝国大学以外も大学として認められることになった。 これに

より、 慶応義塾大学、 早稲田大学、 國學院大学、 同志社大学といっ

た私学が大学に昇格し、 府立大阪医科大学（後に大阪帝国大学へ移
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管）や東京商科大学（現在の一橋大学） などの大学が設置された。

また同年制定の改正高等学校令によって、 実質的には帝国大学予科

としての役割を担っていた高等学校（旧制） も順次整備されること

になり、 高等教育機関としての充実が図られた。 これらの高等学校

は、 戦後の教育改革により新制大学の教養課程として再出発するこ

とになる。 ちなみに、 新制大学以前における大阪府下の大学は、 大

阪帝国大学（戦後、 大阪大学に改称） の他に、 関西大学、 大阪商科

大学（現在の大阪市立大学）、 大阪理工科大学（現在の近畿大学）、

大阪医科大学、 大阪歯科大学などが設置されていた。

饂系校学の時当年⑬
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【図2】学校教育法による学校系統図

（文部省編(1972)による）

新制大学の発足 戦後、 GHQ（実際は米国教育使節団） の勧告によ

る教育制度の改革を受けて、 1947（昭和22)年には学校教育法が施

行された。 さらに1949（昭和24)年には学制改革が行われ、 いわゆ

る6 · 3 · 3制へと移行し、 大学についても、 後述する専門学校等の大

学昇格などを含む大学一 元化が祁入された。 この改革により大阪府

下には、 大阪大学、 大阪外国語大学、 大阪学芸大学（以上国立大学）、
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浪速大学、 大阪女子大学、 大阪市立大学（以上公立大学）等の国公

立大学が設置されることになった。

これらの大学も後に統合等の影需を受け、 現在では大阪大学、 大

阪教育大学、 大阪府立大学、 大阪市立大学の 4 大学となっている。

旧制専門学校 戦前における高等教育機関は、 大学の他に専門学校

が多く存在した。 これらは1899（明治32)年制定の実業学校令や

1903（明治36)年制定の専門学校令（実業学校令の改正） によって

制度化されていたもので、 例えば1916（大正5)年当時の専門学校、

実業専門学校数は90校に及び、 生徒数も約42,000人（内女子約1,600

人） を数えていた。

これらの専門学校の中には先述のように大学への昇格を果たした

ものもみられるが、 ともあれ、 戦前では高等教育機関のあり方が大

学、 高等学校、 専門学校というように複数存在していた実態がうか

がえよう。 この他、 戦前の高等教育機関には、 陸軍士官学校、 海軍

兵学校などの陸軍省、 海軍省管轄学校も含まれる。

戦時下の改編 1943（昭和18)年に専門学校令、 師範教育令が改正

され、 それまでの実業専門学校と専門学校との区別が廃止され、 さ

らに師範学校が専門学校へ昇格されることになった。 このことから

戦時下の師範学校についても高等教育機関に含まれることになる。

戦時下は軍備増強、 食糧増産との関連から産業教育への傾斜に拍

車がかかり、 全国的にみても多くの工業系、 J良業系専門学校が新設

された。 ちなみに、 戦時中に存在した大阪府下の工業専門学校につ

いては、 後述する大阪府立大学の前身機関を除くと、 大阪市立都島

工業専門学校（現在の大阪市立大学） や摂南工業専門学校（現在の

大阪工業大学、 摂南大学）、 関西工業専門学校（現在の関西大学） な

どがある。

高等教育史としての「大学」史 以上のことから、 日本における高

等教育機関の史的展開をみていく場合 、 大学（旧制、 新制） の他に

は、 専門学校（旧制）、 師範学校（高等師範学校、 青年師範学校）、

陸軍士官学校、 海軍兵学校といった諸学校を含めていくことが適切
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である。 本書で言う「大学史」は、 上記の諸学校を含めた記述を中

心に行うことにしたい。
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第2章 大学史の意義

本章では、 大学史の意味とその意義について考察を行う。 具体的

には、 大学史を顧みることはどのような意味をもつのか、 また大学

史からどのような大学の特質を見出すことが可能なのかという点に

ついて、 諸例をもとに検討を試みる。

1. 大学観の変遷と大学史

大学史をめぐって 日本における大学史の編築は1907 （明治40) 年

の「慶応義塾五十年史」が最初である。 以後、 本格的な大学史が各

高等教育機関で編築されることになったが、 戦前の場合、 それらの

編謀スタイルにはある種の傾向が存在していた。 寺崎昌男氏はこの

点について、「1. 口承を中心にした記録史、 2． 歴史家としてのデイ

シプリンがあまり反映されていないタイプ、 3. 記念事業と日本史学

のあるデイシプリンとが結びついた場合」の3類型を挙げている

（寺崎他編 (1999) による）。 ここで歴史家としてのデイシプリンが

あまり反映されていないタイプというのは、 例えば同窓生や事務局

が中心となって編媒したために、 教育や学問の歴史という観点が希

博となったものを指す。 また、 日本史学のあるデイシプリンとは、

史科中心主義による膨大な史料を掲載した史料集型の大学史や、 あ

るいは戦前において顕著であった皇国史観の影押を多分に受けた大

学史などを指している。

戦後、 大学史は協業形式による編築が多くみられるようになり、

ある特定の史観に拠ったものなどはほとんど見受けられなくなった。

また宗教系大学などの場合、 日本史や教育史のみならず、 宗教史や

教団史などの知見も盛り込まれた大学史が紺築されるようになって

きている。 こうした傾向について寺崎氏は「大学沿革史というのは、

そもそも、 異なるデイシプリン間の総合史であるべきだと思うので

す」（前掲書） と述べ、 積極的に評価している。 実際、 極めて専門的

な研究内容を擁する高等教育機関の全容を、 個人で包括的に記述す
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大学観の変遷 そこで重要となってくるのが、 大学史における「大

学」の位置とその意味である。 大学史がただ年表のように叙述した

内容で十分であるとするならば、 それは大学がそのような展開しか

なされていなかったと認識されたからに他ならない。

そもそも大学とはいかなる機関であるのか。 また、 いかなる機関

であるべきなのか。 この問いが現在の大学の状況に対して投げかけ

られたとするならば、 相応の答えをとりあえず出すこともできるだ

ろう。 しかしながら、 同様の問いが未来において発せられた場合、

その時も同じ答えであるという保証はどこにもない。 逆に、 過去に

おいて問いが発せられたのならば、 その答えが今日のものとは異な

っている場合も考えられよう。 例えば戦前における帝国大学の場合、

1886（明治19)年制定の帝国大学令第1条では「帝国大学ハ国家ノ

須要二応スル学術技芸ヲ教授シ及其蘊奥ヲ攻究スルヲ以テ目的トス」

とあったように、「国家ノ須要」というのが重要な意味をもっていた。

つまり、 大学は誰にとって、 何のために存在するのか、 という素朴

な問いについてですら、 時代状況と不可分でない場合もあり得るの

である。 このことは、 世界史的観点から見ても、 中世ヨ ー ロッパに

おける大学のあり方と、 近代国家における大学のあり方との相違を

垣間みただけも明らかであろう。

大学史＝大学観の変遷史 それだけに大学史とは、 大学という高等

教育機関に対して、 どのようなまなざしが向けられていたのか、 と

いうことを相対化する働きをもつことにもなるのである。 つまり、

大学史は大学をどのように捉えるのかという、 大学観の変遷史とし

ての特性をもつのである。

また、 この大学観の変遷史という点は、 大学の法制度上の位置付

けとも関係している。 国立大学は2003（平成15)年以降、 国立大学

法人法に基づき、 法人化を果たしており、 公立大学についても地方

独立行政法人法によって、 2005（平成17)年の大阪府立大学を最初

として、 大阪市立大学や京都府立大学といった公立大学の多くが法
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人化を果たしている。 こうした法人化が、 大学の自律的な巡営を促

すものであるとするならば、 今日では大学において「経営」の観点

が重要視されてきたことを意味している。 また2006（平成18)年の

教育基本法改正によって「大学は、 学術の中心として、 高い教養と

専門的能力を培うとともに、 深く其理を探究して新たな知見を創造

し、 これらの成果を広く社会に提供することにより、 社会の発展に

寄与するものとする。」（第7条）と明文化されることになったが、 こ

こでは大学における「社会貢献」の視点が明示されている。 これら

のことから今日の大学では、 教育・研究とともに「経営」や「社会

貢献」の観点が重要視されていることがわかるのだが、 これらの事

実を史的に提示するものがまさに「大学史」なのである。

2. 大学の創設と理念

大学創設の背景 大学史を大学観の変遷史として捉える場合、 具体

的には「大学」とされる高等教育機関の変遷をどのように捉えるの

かという点に帰着することになる。 つまり、 どのような機関をもっ

て「大学」とするのか、 という点である。

前章において、 日本における高等教育機関の変遥について概観し

たが、 近代教育制度の発達という点からすれば、 高等教育機関につ

いては戦前の場合、 帝国大学を含む旧制大学、 旧制専門学校、 師範

学校などが該当することから、 それらを含んだ形で「大学」と称す

ることも可能である。 大学史の場合、 現在の大学の前身としてそれ

らの高等教育機関を含めた沿革図を示している場合が多くみられる。

なお、 これは大学の創立年をいつに求めるのかという点とも関係し

てくる。

大阪府立大学の「創立」 ここで、 大阪府立大学を例にとって「創

立」について考えてみることにしたい。 公立大学法人大阪府立大学

の創立は2005（平成17)年である。 ただし、 公立大学法人大阪府立

大学は、 大阪府立大学、 大阪女子大学、 大阪府立看護大学の三大学

の統合によって設置された大学であることから、 大学史的には三大
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学の創立年にまで遡ることができる。 三大学のうち、 大阪府立大学

（当時は浪速大学）と大阪女子大学は1949（昭和24) 年に新制大学と

して発足しており、「大学」という名称にこだわるならば、 創立年は

1949（昭和24) 年ということになる。

しかし、 大阪府立大学（浪速大学）と大阪女子大学は、 ともに戦

前の旧制専門学校を母体として発足しており、 それらの前身機関を

含めると、 大阪女子大学の前身機関にあたる大阪府女子専門学校が

発足した1924（大正13) 年が古い例となる。 しかも、 中等教育機関

ではありながら一部のコ ー スが高等教育機関相当の場合、 その中等

教育機関も前身として含むことが可能であろう。 そのようにみれば、

大阪府立大学（浪速大学）農学部の前身機関であった1942（昭和 17)

年設置の大阪高等獣医学校の母体となった大阪府立腿学校の設置年

である1888（明治21) 年に、 創立年を求めることができる。 さらに、

大阪府立農学校獣医科の母体となったのが、 1883（明治16) 年に設

置された獣医学講習所（府立大阪医学校内）であることから、 この

1883（明治16) 年を大阪府立大学の創立年とすることも可能である。

このように、 創立年は大学創設をどのように捉えるのかによって変

わってくる点に注意したい。

建学精神に基づいた「創立」 具体的な前身機関を遡っていくこと

で創立年を確定するほかにも、 大学創設の理念を重視した、 いわば

建学精神に基づいた創立年が示される大学も多く存在する。 例えば

東京大学の場合、 東京開成学校と東京医学校との合併の上、 1877

（明治10) 年に設置された東京大学の他に、 1684（貞享元）年設置の

天文方、 1858（安政 5 ) 年設置の種痘所といった江戸幕府の設置機

関の創立年を指すことが多い。 さらに1797（寛政 9) 年設立の昌平

坂学問所（昌平傑）を東京大学の源流の一 つに含める場合もある。

こうした創立に対する観点は、 他にも1724（享保 9) 年設立の懐徳

堂や1838（天保 9) 年設立の適塾に起源を求めている大阪大学や、

1857（安政 4) 年の医学伝習所設置を創基とする長崎大学の例など

がある。
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なお私学では建学精神が明確である分、 創立年についても独自の

基準で設けている場合が多い。 龍谷大学の場合、 西本願寺に学寮が

設けられた1639（寛永16)年に起源を求めており、 2009（平成21)

年で創立370周年を迎えるとしている。 大谷大学の場合でも、 東本願

寺に学寮が創設された1665（党文5)年を大学の淵源としている。

なお、 種智院大学では1881（明治14)年開設の総傑の他、 828（天長

5)年に弘法大師空海が創設した綜藝種智院を起源としており、「綜

藝種智院」の精神を受け継ぎ、 近代日本における学校制度の創成期

に「総傑」という名称で設立されたとしている。 このように大学の

「創立」は、 大学をどのように捉えるのかを映し出す要素としての側

面も持ち合わせているのである。

3. 学風・校風をめぐって

ユニバーシティアイデンテイテイ ユニバー シティアイデンテイテ

ィ (university identity 略称UI)とは、 大学の存在意義を問い直す

ことにより、 望ましい大学のあり方や理念を整備していく営為につ

いての重要なキ ー ワ ー ドである。 具体的には、 大学のシンボル（マ
ーク、 カラー ）やメッセ ージを示すなど、 大学としてのプランドイ

メージを確立することを指す場合が多い。 こうしたアイデンテイテ

ィの模索は、 企業におけるプランドイメージの確立を、 コ ー ポレー

トアイデンテイティ (CI)として重視している現状に倣ったものと

も言えるが、 大学が自らの存在意義を明らかにしていくという方向

性は、 社会における大学の役割を考える意味でもますます重要にな

ってくるものと思われる。 その意味で、 ユニバーシティアイデンテ

イティとは、 大学が自らをどのように捉えているのかを映し出す鏡

であるとも言えよう。 なお、 短期大学や単科大学などではカレッジ

アイデンテイティ、 高等学校や専修学校などではスク ー ルアイデン

テイティといった名称が用いられることが多い。

それでは、 具体的なユニバーシティアイデンテイティにはどのよ

うなものが存在するだろうか。 例えば、 広島大学では2003（平成15)
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年、 株式会社三菱総合研究所に「広島大学のユニバー シティアイデ

ンテイティに関する調査」を依頼し、 詳細な調査を実施している。

調査結果をまとめた報告書には、 立命館大学や岡山大学などの例を

引用しながら、 アイデンテイティ戦略として「挑戦し、 行動する人

材が育つ大学」を目指すという結論が述べられている。 他に公立大

学を例にとると、 下関市立大学では2007 （平成 19) 年に、 ユニバー

シティスロ ー ガンとして「海峡の英知。 未来へ そして世界へ。」を

掲げ、 スク ー ルカラーを「コバルトプルー マリン」に制定している。

このようなスロ ー ガンやイメ ー ジ、 スク ー ルカラーといったものは、

現在のところ、 国公立や私立を問わずほとんどの大学で制定されて

おり、 大学のプランドイメ ー ジの確立に対して、 決して無視するこ

とができない状況になっていることがうかがえよう。

しかしながら、 こうした状況に対して重要なことは、 ユニバー シ

ティアイデンテイティとして提示されたものが、 どのように機能し、

意識されているのかについて、 常に検証していく姿勢であろう。 ま

た、 スロ ー ガンやイメ ー ジを、 大学の中でどのように定着させてい

くべきか、 絶えず検討してくことも求められているのではないだろ

うか。 つまり、 ユニバー シティアイデンテイティを一 過性のものと

捉えず、 大学の歴史の中でどのように位置付けるべきかが問われて

いるのである。

学風・校風の意味 そのように考えると、 大学自身が高らかに掲げ

たイメ ー ジとともに、 その大学が対外的にどう思われていたのかと

いう点に注目してみるのも、 璽要であるように思われる。 これは大

学史＝大学観の変遥史とする視点を個別の大学に対して向けてみる

ことを意味するが、 別にそれほど新奇なことではない。 むしろ、 従

来から「学風・校風」として認識されていたものを、 積極的に取り

上げてみようとする作業と理解すればよいだろう。

そもそも私学の場合は、 創始者の建学理念や精神などが明確な場

合が多いが、 国公立大学の場合はそれほど明確ではない。 それだけ

に、 国公立大学の学風といったものは、 大学に関係する人々が年月
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をかけて作り上げていったイメ ー ジである場合が多い。 これは、 京

都大学が2001 （平成13) 年に制定した基本理念を例にとるとわかり

やすい。 京都大学の基本理念は以下の文言から始まっている。

京都大学は、 創立以来築いてきた自由の学風を継承し、 発展さ

せつつ、 多元的な課題の解決に挑戦し、 地球社会の調和ある共

存に貢献するため、 自由と調和を基礎に、 ここに基本理念を定

める。

ここでいう「創立以来築いてきた自由の学風 」とは、 1933（昭和8)

年の瀧川事件を持ち出すまでもなく、 京都大学の学風を最も顕著に

示すキ ー ワ ー ドである。 しかしながら「自由の学風」は、 別に文部

省がそのような学風を目指して設置したのでもなく、 まさに京都大

学（京都帝国大学）に関係する人々（例えば高根義人 (1867-1930)

によるフンボルト流近代大学理念の流入など）が作り上げていった

ものである。

私学の校訓 私学の場合、 創始者の建学理念や精神が明確なのは言

うまでもない。 福沢諭吉 (1835 - 1901) が1858（安政 5) 年に創設

した蘭学塾を起源とする慶應義塾大学は、 塾訓である「独立自尊」

が現在にまで受け継がれている。 他には、 1889 （明治22) 年創設の

関西学院 (1932（昭和 7) 年に大学昇格）において、 第 4 代院長C.J.

L． ベー ツが1912（明治45) 年に提唱したスク ー ルモットー「Mastery

for Service（奉仕のための練達）」などが有名である。 こうした校訓

やモットー は、 昨今重視されつつあるアドミッションポリシー

(admission policy) とも関係しており、 大学がどのような人材を求

めているのかを示す機能も果たしている。 それだけに、 大学におけ

る学風や校風については、 大学として真摯に取り組まなければなら

ない課題の一つであると言えよう。

なお、 校訓の中で興味深い一例を紹介したい。 大妻コタカ (1884-

1970) が1908（明治41) 年に創設した大妻学院（現大妻女子大学）
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の校訓は「恥を知れ」である。 大要女子大学のホ ー ムペ ー ジには、

大妻コタカ自身による説明が以下のように掲載されている。

これは決して他人に対して言うことではなく、 あくまでも自分

に対して言うことです。 人に見られたり、 聞かれて恥ずかしい

ことをしたかどうかと自分を戒めることなのです。

(http:/ /www.gakuin.otsuma.ac.jp/academy/philosophy.htmO 

大阪府立大学の基本理念 大阪府立大学については、 2005 （平成17)

年に示された「公立大学法人大阪府立大学に係る中期目標」（大阪府

知事提示）にある、 以下の前文から大学の基本理念がうかがえる。

公立大学法人大阪府立大学は、 大学を設置し、 管理すること

により、 広い分野の総合的な知識と深い専門的学術を教授研究

し、 豊かな人間性と高い知性を備え、 応用力や実践力に富む有

為な人材の育成を行うとともに、 その研究成果の社会への還元

を図り、 もって地域社会及び国際社会の発展に寄与することを

目的としている。

この目的を果たすため、 本中期目標の期間においては、 特に、

高度研究型大学として、 全学的な研究水準の向上とともに、 公

立大学としての意義を踏まえ地域の課題や社会の要請に対応し

た特色ある研究の推進を図り、 産学官連携等によりその研究成

果の社会への還元に積極的に取り組む。 また、 教育面において

は、 入学者選抜の改普や学部教育における基礎・教養教育の充

実、 専門職業人蓑成のための実践的教育の展開等により、 幅広

い教養や豊かな人間性と高度な専門的知識を備えた、 社会をリ

ードする人材の育成を図る。 さらに、 これら教育研究活動の更

なる活性化を図るため、 効果的・機動的な運営組織の構築や、

柔軟で弾力的な人事制度の整備、 財務内容の改善等に取り組み、

確かな経営感鎚の下で、 戦略的・弾力的な大学運営を推進する
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ものとする。

ここでキ ー ワ ー ドとなるのは「高度研究型大学」であり、 大阪府

立大学がどのような大学であるべきかという方向性について明確に

示されている。 今後は、 こうした中期目標における更新部分や変更

点の精査によって大学史＝大学観の変遷史を編述することも可能で

あろう。 まさに、 大学をどのように捉えるのかが問われているので

ある。
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第3章 大阪府立大学史への誘い

本章では、 前章でふれた大学史の意義をふまえ 、 大学史における

大阪府立大学の位置とその意味について言及する。 大阪府立大学は、

公立大学としての特徴を強く反映した大学であるとともに、 設立経

緯が極めてユニ ー クである。 それゆえに、 大学史という観点から 大

阪府立大学を眺めていくことにより、 地方公共団体と高等教育機関

との関係や 、 大阪の 地域性について考察を進めていくこともでき よ

ぅ。

1. 公立大学と大学史

公立大学の現在 主に地方公共団体を設置者とする公立大学の現況

については、 文部科学省による「全国 大学一 覧」の他、「公立大学相

互の協力により、 公立大学の使命達成に寄与すること」 を目的とし

た組織「公立大学協会」(1949（昭和24)年10月発足）が提供してい

る刊行物やホ ー ムページによって 、 大体を把握することができる。

同協会ホ ー ムペ ー ジによれば、 2007年度現在 、 公立大学は全国に76

校（都道府県立55、 市立17、 事業組合立等4 )存在して おり、 大学

規模の目安となる学部数（夜間も 1学部として数える）については、

以下の通りとなっている。

5学部以上 6大学 (7.9%) 

4学部 6大学 (7.9%) 

3学部 8大学 (10.5%) 

2学部 16大学 (21.1%) 

1学部(1研究科を含む） 38大学 (50.0%) 

大学院大学 2大学 (2.6%) 

上記の ように 1学部からなる 大学が多いことが公立大学の特徴で

あるが 、 これは1990年代以降、 看護・医療系の学部を主とした大学
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設i府の動きが加速したこととも関係している。 なお2000年代以降は、

とりわけ2004（平成16)年施行の地方独立行政法人法との関係から、

新たに大学の法人化にともなう統合再組の動きも加わり、 大学数に

も若—ドの変動がみられる。

［表1】公立大学設遣の推移
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※公立大学協会ホ ー ムベ ー ジ(http://www.kodaikyo.org/）所戟

新制公立大学の設置 そもそも1949 (11/1和24)年4月の新制大学発足

時、 公立大学は以下の21人学しか存在しなかった。

名ii)笙女チl笈科大学(1947年6月設骰）、 神戸商科大学(1948年

4月設ii’t)、 束ぶ(hl砂［）ゞ学、 横浜市立大学、 岐阜県立大学、 岐早

県立医科大学、 岐島楽利•大学、 名古）至薬科大学、 西京大学、 浪

述大学、 人阪女チ大学、 大阪rli立大学、 神戸市外国語大学、 姫

路T．業大学、 兵｝屯農科大学、 1111 I県立医科大学、 愛媛県立松山

農科大学、 ，心浪ll女イ•大学、 九州歯科大学、 熊本女子大学、 県立

鹿児島大学
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これらの大学は、 後に改称や国立大学移管、 さらには大学法人化

の統合再編などを経て、 現在のところ以下の通りとなっている。

名古屋女子医科大学、名古屋薬科大学 → 名古屋市立大学

神戸商科大学、 姫路工業大学 → 兵庫県立大学

東京都立大学 → 首都大学東京

西京大学 → 京都府立大学

大阪女子大学、 浪速大学 → 大阪府立大学

岐阜県立大学 → 岐阜大学工学部

岐阜県立医科大学 → 岐阜大学医学部

県立鹿児島大学 → 鹿児島大学医学部・工学部

兵庫腿科大学 → 神戸大学農学部

愛媛県立松山農科大学 → 愛媛大学農学部

熊本女子大学 → 熊本県立大学

山口県立医科大学 → 山口大学医学部

他の公立大学も多くの場合、 何らかの統合再編を経て現在に至っ

ているのだが、 このことは、 公立大学の設置主体（設置者）が地方

公共団体である点と大きく関係している。 地方公共団体において、

大学設置は選択的な政策の一つである以上、 財政状況や地域の要望

などへの反応が顕著なものとなる。 したがって、 時代状況に応じた

学部の設置や統合再編が国立大学や私立大学以上に求められやすい

立場にあると言えよう。 具体的には、 看護・医療系大学（学部）の

設置や、 女子大学の統合・共学化などが挙げられる。 以下では、 大

阪府立大学、 大阪女子大学、 大阪府立看護大学を例にして、 時代状

況に応じた学部の設置の意味について概観する。

2. 産業教育史と社会背最

大阪府立大学と産業教育 終戦直後の社会状況下で、 産業の復興は

いわば悲願でもあった。 大阪府では大阪市や堺市での大空襲の結果、



24 

工場等が壊滅的な打撃を受けていた。 それだけに、 工業系・腿業系

産業復興に対する思いは切実であり、 結果としてそれらの期待を担

う産業大学の設置は必然的な流れであったと言える。

次章で詳述するように大阪府立大学は、 戦前から存在した工業

系・股業系の官立・府立専門学校（大阪工業専門学校、 大阪府立化

学工業専門学校、 大阪府立機械工業専門学校、 大阪府立淀川工業専

門学校、 大阪獣医畜産専門学校、 大阪農業専門学校など）を中心に

して設骰された大学である。 そもそも戦前の官立・公立専門学校の

場合、 戦時下の影響を色濃く受けており、 軍儒産業振興という面か

ら新設されたものが数多く存在する。 例えば東京府（後に東京都）

の工業専門学校の場合、 1940（昭和 15) 年から1944（昭和 19) 年の

わずか 5 年間で、 東京府立高等工業学校、 東京府立化学高等工業学

校、 東京府立航空高等工業学校、 東京都立機械高等工業学校と、 4校

も設置されている（大阪府立の場合は3校設置）。 こうした専門学校

の多くが、 戦後の学制改革の結果、 新制大学として生まれ変わるこ

とになったのである。

産業教育史としての大学史 こうした高等教育機関の流れを産業教

育史という観点から眺めていくと、 戦後の場合、 経済成長の流れと

一致している点で興味深い。 すなわち、 科学技術の進歩とそれに関

連する産業構造の転換にともなって大最の科学技術者の養成が急務

となり、 1955（昭和30) 年代から理工系学生の増募や学部・学科の

新設が進んでいったのである。 これは、 日本の裔度経済成長を支え

る基盤として、 産業教育が極めて重視されたということを意味する。

今日全国各地に存在する産業系高等教育機関（工学部、 股学部や工

業高等専門学校など）の設置・拡充の時期をみていくと、 産業教育

が社会背景と不即不離の関係にあることがわかる。 実学璽視とみな

される大学のあり方という点についても、 その淵源にある社会背景

との関係に目を向けておく必要がある。 とりわけ公立大学の場合は、

先述のように財政状況や地域の要望などへの反応が顕著である分、

一層留意しておく必要があるだろう。 つまり、 時代が大学に対して
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何を求めている（いた）のか、 という観点である。 その点で大阪府

立大学は、 公立大学としての特性を、 ある意味で如実に反映した大

学であるとみることもできよう。

3. 女子教育と公立女子大学

大阪府女子専門学校 女子教育の充実は戦前から目されていたもの

の、 そこには良妻賢犀主義の思想が色浪く反映していた。 ただ戦時

中では、 医師不足のために設置された女子医学専門学校や、 同じく

理科教員不足のために設骰された府立女子専門学校（東京都立大学

の前身校の一 つ）のような場合も存在する。 戦前に設置された女子

高等教育機関は、 師範学校系列の東京女子高等師範学校、 奈良女子

高等師範学校2校と、 以下の公立女子専門学校8校、 女子医学専門学

校8校（国外を含む）である。 なお、 公立女子専門学校の場合、 広島

県立広島女子専門学校のように高等女学校専攻科を前身としている

場合も多い。

1923（大正12) 年 福岡県立女子専門学校

1924（大正13) 年 大阪府女子専門学校

1926（大正15) 年 宮城県女子専門学校

1927（昭和 2) 年 京都府立女子専門学校

1928（昭和 3) 年 広島県立広島女子専門学校

1929（昭和 4 ) 年 長野県女子専門学校

1941（昭和16) 年 山口県立女子専門学校

1943（昭和18) 年 府立女子専門学校

1943（昭和18) 年 岐阜県立女子医学専門学校

1943（昭和18) 年 名古屋市立女子高等医学専門学校

1944（昭和19) 年 福島県立女子医学専門学校

1944（昭和19) 年 高知県立女子医学専門学校

1944（昭和19) 年 山梨県立女子医学専門学校
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1945（昭和20)年

1945（昭和20)年

(1945（昭和20)年

北海道庁立女子医学専門学校

秋田県立女子医学専門学校

大連女子医学専門学校）

公立女子大学の誕生 1945（昭和20)年12月、 男女間における教育

機会均等と教育内容の平等化を掲げた「女子教育刷新大網」が文部

省から発表された。 この大網にも示されているように、 戦後の女子

教育は、 それまでとは異なった思潮のもとで一 層の拡充が図られる

ことになったのである。 高等教育の面では、 女子大学や女子短期大

学設置への動きが加速したことが挙げられる。 2つの女子高等師範

学校は、 お茶の水女子大学、 奈良女子大学へと昇格したように、 先

述の公立女子専門学校の場合も、 多くは公立女子大学、 女子短期大

学への昇格がなされた。 また、 静岡女子大学のように、 女子短期大

学を昇格して新たに公立女子大学として設置されることもあった。

現在に至るものを含めて、 公立女子大学は全国に以下の7校が存在

していた（現在の校名は（ ） 内に記載）。

1947（昭和22)年 名古屋女子医科大学（名古屋市立大学）

1949（昭和24)年 福岡女子大学

1949（昭和24)年 大阪女子大学（大阪府立大学）

1949（昭和24)年 広島女子大学（県立広島大学）

1949（昭和24)年 山口女子大学（山口県立大学）

1949（昭和24)年 高知女子大学

1949（昭和24)年 熊本女子大学（熊本県立大学）

1949（昭和24)年 愛知県立女子大学（愛知県立大学）

1967（昭和42)年 静岡女子大学（静岡県立大学）

その後、 多くの公立女子大学が地方公共団体の財政状況悪化の影

響を受け、 他の公立大学との統廃合がなされるようになり、 結果と

して共学化への道を歩んでいくことになった。 大阪女子大学も2005
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（平成17年）に大阪府立大学、 大阪府立看護大学と統合し、 新たに大

阪府立大学として出発している。

4. 福祉・医療制度の展開と大学

社会福祉教育と大学 日本において社会福祉の教育・研究が本格的

に始まったのは戦後になってからのことである。 大阪府では1947

（昭和22)年に近畿府県社会事業教育懇談会が開催され、 関西におい

ても社会事業従事者育成機関の設置が急務とされた。 これを受けて

1948（昭和23)年に大阪社会事業学校が、 さらに1950（昭和25)年

には大阪社会事業学校を批体とする大阪社会事業短期大学が設置さ

れるに至ったc 大阪社会事業短期大学以降の流れについては第6章

で概観するが、 社会福祉に関する高等教育機関が戦後間もなく設置

されたという事実は、 ある意味において当時の社会福祉に関する識

見を示したものと言えよう。 その後、 高度経済成長のもとで福祉専

門職の蓑成が急務となり、 全国的に社会福祉系大学、 学部の設置が

続いた。 現在、 公立大学で社会福祉系学部が設置されているのは、

岩手県立大学、 山口県立大学、 高知女子大学の3大学であるが、 私立

大学を含めると30数校にまで及んでいる。 近年、 看護系学部との統

合などによって、 医療福祉（保険衛生学、 公衆術生学など）系学部

の新設などもみられるようになり、 社会福祉に関する教育・研究は

今後ますます重要視されていくものと思われる。

看護短期大学・看護大学の新設 高度経済成長のもとで福祉専門職

の養成が急務となった状況は、 医療現場においても全く同様であっ

た。 とりわけ1970年代頃からは、 都市部における看護専門職不足が

社会問題化するようになり、 看護専門職の養成は必須の課題となっ

ていた。 大阪府では、 こうした流れの中、 1978（昭和53)年に大阪

府立看護短期大学（後に大阪府立看護大学医療技術短期大学部）を

設置し、 さらに1994（平成6)年には大阪府立看護短期大学を母体

とする大阪府立看護大学が設置された。 ちなみに、 大阪府立看設短

期大学の卒業生は1.745名を数え、 大阪府における看護専門職充実に
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対して大きな役割を果たしていたことがうかがえよう。

なお、 2008 （平成20) 年には厚生労働省の「看護基礎教育のあり

方に関する懇談会」において、 高度医療へ対応するため、 専門学校

が中心となっていた看護専門職の養成を、 将来は大学に移行させる

のが望ましいとの提言がなされたことから、 今後は看護系大学の整

備が一層進んでいくものと思われる。 その意味でも、 大阪府におけ

る大阪府立看護短期大学、 大阪府立看護大学の設置は、 社会福祉系

の分野と同様、 大いに注目すべきものであると言えよう。



29 

第4章 大学通史(1)浪速大学に至るまで

本章では旧大阪府立大学について、 前身機関のうち、 6つの腿業

系・工業専門学校の設置から、 浪速大学としての新制大学発足に至

るまでの流れを概観する。 これらの専門学校については、 さらにそ

の前身となる教育機関も存在しており、 それらを含めると、 1883

（明治16)年設置の獣医学講習所にまでさかのぼることができる。

1. 農業系専門学校

大阪の農業教育 富国強兵、 殖産興業を標榜する明治政府が重視し

た教育政策は、 あくまでも実学主義の理念に適ったものであった。

近代化を牽引するエリ ー ト層の育成をねらった帝国大学や高等学校

といった高等教育機関と並んで、 産業教育を担った高等専門学校な

ども、 その意味では極めて重要な意味を持っていたのである。

大阪府における産業教育の始まりは1871（明治4)年に創設され

た大貧院における授産救貧事業に求められるが、 本格的な産業教育

は1880（明治13)年創立の大阪商業講習所（大阪市立大学の前身機

関とされる）や後述する獣医学講習所などの教育機関が設置されて

からのことである。

農業教育については農林、 蚕糸、 畜産、 水産といった分野に関す

る専門教育が挙げられるが、 大阪府においては混業振興という観点

から、 家畜の疾病治療や繁殖に従事する獣医師の養成もなされてい

た。 そもそも獣医師養成目的は、 帝国陸軍における軍馬の維持や労

役牛馬の確保、 近代的畜産業開発という三点にあり、 明治初年に札

幌鹿学校、 駒場農学校、 陸軍馬医学会（後の陸軍獣医学校）が設立

されたのもそのためである。 そうした中、 大阪において明治の早い

段階から獣医師養成機関が設置されていたことは、 大いに注目すべ

きであろう。

獣医学講習所 1883（明治16)年2月5日に、 獣医師の養成を目的

とした獣医学講習所が、 大阪市北区にある府立大阪医学校内に設置
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された。 獣医学講習所仮規則第 一 条には「当獣医学講習所ハ大阪府

勧業課二属シ獣医学ノ大意ヲ教授スル所ナリ」とあり、 入学資格は

17歳以上で修業年限は 2 年とされていた。 獣医学講習所については、

1888（明治21) 年設置の大阪府立股学校獣医科へと引き継がれるこ

とになるが、 今日ある大阪府立大学（生命環境科学部獣医学科）の

淵源は、 この獣医学講習所に求めることができるのである。 ちなみ

に府立大阪医学校は、 後の大阪帝国大学医学部（現大阪大学医学部）

の前身として位置付けられており、 大阪府下の高等教育機関はそれ

ぞれが歴史的に見て密接なつながりを持っていると言えよう。

大阪府立農学校 全国的に農業教育への関心が高まる中、 1888（明

治21) 年 3 月には大阪府会郡部会において農林学校設立の建議が可

決された。 これを受けて1888（明治21) 年10 月22日、 大阪府立牒学

校が堺区車之町（現堺市堺区車之町）の旧堺県師範学校校舎内にl}卜l

校した。 農学校には腿科と獣医科が龍かれ、 入学資格は高等小学校

卒業の者で修業年限は 3 年であった。 翌1889（明治22) 年 3 月には

付属蓑蚕場が西成郡佃村（現大阪市西淀川区佃町）に設置された。

なお付属養蚕場は1890（明治23) 年に蚕業専修科と改称されたが、

志望者の減少から1898（明治31) 年には廃止された。

農学校の御勝山移転 大阪府立腿学校については、 設備の充実にと

もない敷地も少々手狭となってきたため、 1890（明治23) 年、 東成

郡鶴橋村大字岡（現 大阪市生野区）の約43,000坪に及ぶ敷地に移転

することになった。 移転に際し附属蚕業場も新学舎に移設され、 蚕

業専修科に改められた。 この新学舎は「勝山罠学校」とも呼ばれ、

西洋風の本館が一際目を引くものであったという。 1909（明治42)

年には獣医科が拡張され畜産科と改称、 新たに園芸科が増設された。

さらに、 1924（大正13) 年の学則改正により鹿科が農業科（修業年

限 5 年）に、 畜産科が獣医畜産科（修業年限 4 年）に改組され、 園

芸科が分離された。 この園芸科については、 豊能郡秦野村腺鉢（現

池田市井口堂）にあった豊能郡立股林学校と合併し、 同年豊能郡秦

野村大字畑（現池田市旭丘・大阪府立池田高等学校）に移転し、 大
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【図3】勝山時代の大阪府立農学校

（作道好男・作道克彦編(1983)所載）

阪府立位1芸学校として発足することになる。

ところで、 このように入学質格や修業年限の面でみていくと、 大

阪府幻此学校は当時の旧制中学校（今11の悩等学校に相当）に対比

される教脊機関と位骰付けられるが、 獣医師投成という観点を重視

するならば、 少なくとも獣医（獣医畜迎）科については専門教育機

関の一 種と捉えることも可能であろう。 ちなみに、 日本獣医学史研

究書の多くは、 大阪府立農学校を旧大阪府立大学／此学部獣医学科の

淵源としている。

大仙移転と昇格運動 大阪府立農学校の固辺も市街化が進んできた

ことから学舎再移転の計画が浮上し、 1926（大正15)年に堺市大仙

町（現堺市中区大仙町）へと移転することになった。 移転先の新学

舎は鉄筋コンクリ ー ト三階建の勇壮なもので、 当時の新聞は「天下

に誇る壮脱さ」と称狩している（「大阪朝l:l新litl」1926. 11. 16付）。

ところで、 学舎の大仙移転を機に大阪府·立農学校の翡等討．門学校

外格を求める巡動が邸まった。 それまでの農学校の教育課程は中等

教宥程度とみなされており、 予符規校も当時府
―

ドに設附されていた

IOj等学校や女子専門学校に辿く及ばなかった。 また、 1926（大正15)

年公布の獣医師法（翌年から施行されたが、 経過措樅として施行後

12年以内は従前の規則を適用）では、 専門学校以上の卒業者にしか
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【図4】大仙時代の大阪府立農学校

（作道好男・作迫克彦編(1983)所載）

限l鴎1lift格が与えられず、 経過措iiItの切れる1939 (II闊1114)年以降、

人阪府立l：図学校の卒業者に獣l災師脊格が与えられなくなることから、

外格への顧いは切実なものであった。 そうした動きを受けて、 1933

(II(｛和8)年、 1934（昭和9)年炭の大阪府会で外格建議案が満場一

致で II［決され、 昇格への動きは •気に加速する。 ところが、 1934

（昭和9)年9月21日の杢．戸台風により大阪府下全域に甚大な被再を

被ってしまい、 昇格）ll予狩とIIしていた府の剰余金が全く使えなく

なったこともあり、 外格案もそのまま立ち消えになってしまったの

である。 その後、 昇格問題については時局の変化によって新たな展

開を迎えることになる。

大阪高等獣医学校・大阪獣医畜産専門学校 先述の辿り、 獣医師法

の施行により専門学校卒業者でなければ獣医師森格がりえられなく

なったことから、 大阪府立股学校獣医畜韮科は自然廃1I．．の形を取ら

ざるを得なくなった。 しかしながら、 1937（昭和12)年にII中戦争

が勃発、 多くの兵員が動且されるに及んで、 軍馬への',l,；：＇災が急増す

る ’li態となったc これに伴い獣医師の育成が怠務となったことから、

中学校卒業者のうち、 2年以上獣医学を修めた者や3年以lこの獣医

実務従事者等については、 獣医師試験受験孜格が認められることに
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なったのである。 そこで大阪府立農学校では、 1939（昭和14) 年 3

月に獣医畜産科を廃止した後、 4月から新たに、 中学校卒業者を対

象とする修業年限2年の男子第二部獣医科を設置することになった。

この男子第二部獣医科が基礎となって、 1942（昭和17) 年 1 月31 日

には専門学校への昇格が認められ、 大阪高等獣医学校として大阪府

立腿学校に併置されるに至った。 昭和21年度からは大阪獣医畜産専

門学校と改称され、 1949（昭和24) 年 4 月の浪速大学設置に際して

は、 股学部獣医学科の母体として吸収されることになったのである。

大阪農業専門学校 1944（昭和19) 年 2 月28 日に大阪農業専門学校

の設置が認可され、 先述の大阪府立園芸学校 (1941（昭和16) 年に

池田市神田町へ移転）に併設されることになった。 修業年限は3年

で、 園芸科と農芸化学科が置かれていた。 戦後は復員学生の教育の

ために専修科も設けられたが、 1949（昭和24) 年 4 月の浪速大学設

置に際し、 農学部の屈体として、 大阪獣医畜産専門学校とともに吸

収されることになった。 なお、 大阪府立園芸学校については、 1948

（昭和23) 年 4月の学制改革により大阪府立園芸高等学校と改称され、

新制高等学校として発足し、 今日に至っている。

大阪府立農業高等学校 大阪府立農学校については、 1948（昭和23)

年4月の学制改革により大阪府立腿業高等学校と改称され、 新制高等

学校として発足したが、 翌1949（昭和24) 年 4月の浪速大学設置に

伴い券集停止が決定されることになり、 1952（昭和27) 年 3 月に最

後の卒業生を送り出すことで廃校となった。 大阪府立農学校以来の

卒業者は約4,000名にも及び、 府下有数の産業教育機関として十分な

成果をもたらしていたと言えよう。

2. 工業専門学校

大阪の工業教育 明治・大正期における大阪府下の工業教育機関に

ついては、 1896（明治29) 年設置の大阪工業学校、 1905（明治38)

年設置の私立堺市教育会附属実業補習学校、 1907（明治40) 年設置

の（大阪）市立工業学校などが存在した。 大阪工業学校については、
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1901（明治34)年に大阪高等工業学校と改称され、 1929（昭和 4 )

年には大阪工業大学へ昇格、 その後1933（昭和 8 )年設置の大阪帝

国大学工学部として発足することになった。 また、 私立堺市教育会

附属実業補習学校は堺市立堺工業学校に、 市立工業学校は大阪市立

都島工業学校へと繋がっていった。 工業教育機関については、 他に

職工学校が数校存在しているが、 これらは主に戦後 発足した工業高

等学校の母体となっている。

大阪高等工業学校 1931（昭和6)年の満州事変勃発以降、 工業教

育機関に対する一 層の整備が図られた。 大阪府下では、 大阪工業大

学（大阪帝国大学の前身） の他に、 新たな工業系高等教育機関の設

置が計画され、 地元有志による熱心な誘致運動の結果、 1939（昭和

14)年、 官立の大阪高等工業学校が堺市百舌鳥東之町（現堺市中区

学園町） に設置された。 入学資格は中学校卒業の者で修業年限は3

年であった。 なお費用の多くは、 大阪府(100万円）、 堺市(30万円）、

南海電鉄(70万円）、 一般篤志家からの寄付を受けてのものであった

ことから、 いかに地域の期待を背負っての設置であったかがうかが

えよう。 設置当初は機械科、 精密機械科、 原動機械科、 電気科、 金

属工業科の5学科からなり、 1942（昭和17)年には造船科が増設、

併せて修業年限4 年の第二部（夜間） が設置された。 なお、 第二部

については、 大阪市天王寺区大道の旧大阪府立盲学校校舎（現大阪

教育大学天王寺キャンパス） を仮校舎 として使用していた。

大阪工業専門学校 1944（昭和19)年には大阪工業専門学校と改称、

学科も機械科、 原動機科、 電気科、 金属工業科、 造船科、 舶用機械

科に再編されることになった。 1949（昭和24)年4月の浪速大学設

置に際して、 工学部の母体として吸収されることになった。

大阪府立高等工業学校の設置 太平洋戦争の戦況が活発化するとと

もに、 工業系技術者養成が必須課題となってきた。 そこで政府は、

官立工業専門学校の増設を決定し、 また、 各府県に対する技術系専

門学校の設立を要請した。 これを受けて大阪府では、 1943（昭和18)

年4月に大阪府立堺高等工業学校が、 1944（昭和19)年2月に大阪
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［図5]大阪高等工業学校

（作道好男・作道克彦編(1982)所載

府立航空高締工業学校と大阪）府立淀川高等工業学校が、 それぞれ工

業学校に併設される形で設粧されることになったのである。

大阪府立堺高等工業学校から大阪府立化学工業専門学校に至るまで

1943年（昭和18)年3月、 大阪府立堺高等工業学校が、 堺市耳原

町（現堺市堺区大仙中町）にあった大阪府立堺工業学校に併設され

た。 設悩当初は工業化学科、 金属工業科の2科からなり、 翌1944

（昭和19)年には化学機械科、 石irll工業科（燃料科）が増設、 工業化

学科は化学工業科に改称された。 さらに1945（昭和20)年には、 ゴ

ム工業科も増設された。

1946（昭和21)年3月2日には大阪府立堺工業専門学校と改称、

さらに同年3月30日には大阪府立化学工業専門学校と改称され、 エ

業経営科が増設された。 1948（昭和23)年に燃料科が廃止、 化学工

業科へ合併され、 最終的に、 1949（昭和24)年4月の浪速大学設岡

に際して、 工学部の母体として吸収されることになった。

大阪府立航空高等工業学校から大阪府立機械工業専門学校に至るま

1944（昭和19)年2月、 大阪府立航空高等工業学校が布施市宝で
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持（現束大阪市宝持）所在の大阪府立航空工業学校に併設する形で

設附され、 航空機科、 航空発動機科の2科で発足した。 ところが

1945（昭和20)年6月に戦災により校令が焼失、 布施市小阪水迫局

跡地を借り受け、 仮校舎として授業を継続した。

その後、 1945（昭和20)年8月1511の終戦とともに大阪府立第三

工業専門学校と改称、 学科についても、 航空機科が機械科に、 原動

機科が航空発動機科に改称された。

さらに、 1946（昭和21)年4月に大阪府北河内郡哀屋川町秦（現

我屋川市幸町）所在の厚生省大阪機械技術且投成所跡施設の譲渡を

受けて移転、 同年6月に大阪府立機械ー［業専門学校と改称された。

1949（昭和24)年4月の浪述大学設i性に際しては、 下学部別科の併

体として吸収されることになった。

•-.· 
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［図6】大阪府立機械工業専門学校

（作道好男・作迫克彦編(1982)所載）

大阪府立淀川高等工業学校・大阪府立淀川工業専門学校 1944 (IIH 

和19)年2 Jj、 大阪府·立淀川，•,':j等I-．． 業学校が人阪l|i)也区所在の大阪

府立淀川工業学校に併設する形で設irtされ、 機械科、 北気科の2科

で発足した。 戦後、 1946 (II(｛和21)年3)]3111に大阪府立淀川工業
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専門学校と改称、 同年6月5日には大阪府立電機工業専門学校と改

称、 さらに同年11月30日に大阪府立淀川工業専門学校に再改称され

た。1949（昭和24)年4月の浪速大学設懺に際しては、 工学部別科

の母体として吸収されることになった。
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第5章 大学通史（2)浪速大学から大阪府立大学へ

本章では、 1949（昭和24)年に浪速大学として設龍され、 1955

（昭和30) 年に改称した大阪府立大学について、 2005 （平成17) 年に

公立大学法人大阪府立大学として再絹されるまでの流れについて概

観する。

1. 浪速大学設置と大阪府立大学への改称

浪速大学設置 戦後、 新制大学構想の発表にともない、 従来の翡等

教育機関に対して大規模な変革がもたらされた。 大阪府では、 1948

（昭和23) 年 5月の大阪府会において、 大阪府新制大学設立準備委員

会（委員長浅香忠雄大阪府教育委員会委員長）が設けられ、 以下の

4点を骨子とする新制の産業大学設置が計画されることになった。

1 官立大阪工業専門学校を府へ移管

2 大阪府立浪速高等学校を国へ移管（図粛・備品は新制大学へ）

3 官立大阪青年師範学校を府へ移管（教員迷成系学部の母体）

4 府立5専門学校（大阪府立化学工業専門学校、 大阪府立鹿業

専門学校、 大阪府立獣医畜産専門学校、 大阪府立機械工業専門

学校、 大阪府立淀川工業専門学校）を統合（各関連学部の様体）

さらに、 具体案作成に向けて大阪府立浪速大学設立計画委貝会

（委貝長慎島利行元大阪帝国大学総長）が組織され、 大阪工業専門学

校、 大阪府立化学工業専門学校を母体とする工学部、 大阪府立農業

専門学校、 大阪府立獣医畜産専門学校を栂体とする牒学部、 大阪冑

年師範学校を母体とする教育学部、 そして、 大阪府立機械工業専門

学校、 大阪府立淀川工業専門学校を母体とする工学部別科の設骰が

決定され、 1949（昭和24)年2月21日には工学部、 農学部、 3月25

日には教育学部がそれぞれ設置の認可を受けた。 4月1日に喜多源

逸京都大学名誉教授を初代学長として迎え、 6月1日に第1回入学
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宜誓式、 11月 8 日には開学記念式が挙行され、 ここに新制大学であ

る浪速大学が発足したのである。新制大学の名称は、「古今和歌六帖J

にある古歌「なにわづに咲くやこの花冬籠り今は春べと咲くやこの

花」にちなんでおり、 大阪府部長会席上で提案があり採用されたも

のである。

「日本一 の大学をつくる」 なお、 浪速大学設置に関しては幾多の紆

余曲折も存在した。 例えば官立大阪工業専門学校の府への移管につ

いては、 国から府への移管という変則的なあり方に関して、 研究環

境劣化のおそれなどを理由に当初から根強い反対があった。 しかも、

大阪工業専門学校は戦前から大学昇格を望んでいた経緯もあり、 新

制大学設置に際しては、 同じく官立の大阪青年師範学校との合併に

より、 官立堺大学設置を計画する動きが存在したのである。 さらに

教授会では大阪市立大学への参加が取り上げられるなど、 情勢は大

変流動的であった。 そうした動きに対して、 調整にあたった赤間文

三大阪府知事（当時）は「日本一 の大学をつくる心組みだから安心

してくれ」という旨の発言を終始行うことで、 事態の収拾に努めた

という。 結果として、 7つの専門学校を母体とする浪速大学設置に

落ち着いたわけだが、 大学設置に対し当時の大阪府が、 並々ならぬ

態度で臨んでいたことがうかがえよう。

工学部別科・工業短期大学部 1949（昭和24) 年の浪速大学設置に

おいて、 大阪府立機械工業専門学校と大阪府立淀川工業専門学校は、

機械科・電気科の二学科からなる工学部別科の様体となった。 この

工学部別科は翌1950（昭和25) 年に昼夜二部制の短期大学に改組さ

れ、 第一部（昼間二年制）が旧大阪府立機械工業専門学校校地にあ

たる寝屋川学舎に、 第二部（夜間三年制）が旧大阪府立淀川工業専

門学校校地にあたる淀川学舎に設置されることになった。 1951（昭

和26) 年には溶接科が増設され三学科となり、 1953（昭和28) 年に

農業短期大学部設置にともない、 工業短期大学部と改称された。

その後、 第一部（寝屋川学舎）については、 1962（昭和37) 年か

ら学生募集を停止し、 1963（昭和38) の大阪府立工業高等専門学校
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設置を経て、1964（昭和39)年3月31日をもって廃止された。 また、

第二部については、1967（昭和42)年に淀川学舎から大阪市生野区

勝山南の生野学舎に移転の後、1980（昭和55)年から学生募集を停

止、1983（昭和58)年3月31日をもって廃止された。

農業短期大学部 浪速大学の発足と関連して、大阪府は南河内郡黒

山村他数力町村有志らによる黒山鹿業短期大学設置期成同盟の要望

を受け、大学に対して殷業短期大学併設を決定した。これにより、

1953（昭和28)年に、南河内郡黒山村（現堺市美原区）の大阪府立

腿芸高等学校校地と共用する形で、股業科・農産製造科の二学科か

らなる農業短期大学部（黒山学舎）が設置された。1960（昭和35)

年に農産製造科が腿産製造化学科に改組されたが、1962（昭和37)

年から学生募集を停止し、1964（昭和39)年3月31日をもって廃止

された。黒山学舎はその後、もとの大阪府立農芸高等学校へと引き

継がれ、現在に至っている。なお、大阪府立農芸高等学校は1917

（大正6)年設置の大阪府南河内郡黒山村他六カ村学校組合立大阪府

黒山実業学校（後に大阪府立黒山農学校、大阪府立腿芸学校と改称）

を淵源としていることから、大阪府立良学校とともに大阪府におけ

る股業系実業教育について考察する上で重要であると言える。

大阪府立大学への改称 1955（昭和30)年9月1日から、「浪速大学」
が「大阪府立大学」へと改称された。次項以下、浪速大学・大阪府

立大学における各学部の流れについて概観する。

2. 工学部の流れ

工学部の流れ 1949（昭和24)年の浪速大学発足時、工学部は官立

大阪工業専門学校校地に設置された。 当初は学科制をとらず、専門

基礎部門（応用数学第一 •第二、応用物理学第一 •第二の専門基礎
講座）のほか、機械工学部門、電気工学部門、金属工学部門、工業

化学部門、船舶工学部門、工業経営部門の6部門からなっていたが、
1952（昭和27)年9月からは学則改正にともない、学科に改められ

た。1954（昭和29)年には、工業化学科が応用化学科に、1962（昭
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和37) 年には工業経営学科が経営工学科に、 それぞれ改称されてい

る。 学科については、 1960（昭和35) 年に航空工学科（ただし昭和

29 (1954) 年には、 機械工学科内のコ ースとして既設）、 1961（昭和

36) 年に電子工学科、 1962（昭和37) 年に化学工学科、 1971（昭和

46) 年に数理工学科（専門基礎講座が母体と なる）が増設され、

1993（平成5) 年まで10学科66講座制の組織であった。 なお工学部共

通講座として、 1971（昭和46) 年に環境化学講座、 1973（昭和48)

年に環境工学講座が設置されている。

1993（平成 5) 年に10学科66講座制が抜本的に見直され、 機械シ

ステム工学科、 エ ネルギ ー機械工学科、 航空宇宙工学科、 電気電子

システム工学科、 電子物理工学科、 情報工学科、 応用工学科、 化学

工学科、 材料工学科、 機能物質科学科、 海洋システム工学科、 経営

工学科、 数理工学科の13学科 (66講座制）に再絹、 さらに1995（平

成 7) 年には26講座の大講座制が尊入されることになった。

工学研究科設置と大学院部局化 浪速大学（大阪府立大学）におい

ても、 在学生の卒業を受けて大学院開設が企図されることになり、

1953（昭和28) 年 4 月に、 工学研究科が設置された。 当初は機械工

学、 電気工学、 金属工学、 応用科学の4専攻の修士課程のみであっ

たが、 1955（昭和30) 年からは博士課程も設置され、 専攻も順次拡

充していった。 1995（平成 7) 年には機械系専攻、 電気・情報系専

攻、 物質系専攻の3専攻に改組された。

2000（平成12) 年 4 月からは、 大学院重点化にともない、 学部の

教員を大学院に移行する部局化が実施され、 工学部教員は大学院工

学研究科所属となった。

3. 農学部の流れ

農学部の流れ 1949（昭和24) 年 4 月に大阪農業専門学校と大阪獣

医畜産専門学校を毎体として、 浪速大学艮学部が設置された。 その

際、 母体校をどちらにするのかという問題が起こったが、 府下有数

の歴史を誇る大阪府立腿学校（大阪府立腿業高等学校）の流れを汲
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んだ大阪獣医畜産専門学校の校地（大仙学舎）を継承することにな

った。 当初は、 農学科、 園芸学科、 農芸化学科、 獣医学科の4 学科

からなっていたが、 腿学科、 園芸学科は大阪農業専門学校（池田学

舎）で、 農芸化学科は大阪府立農業高等学校内に新築された実験研

究室で、 獣医学科は大阪獣医畜産専門学校で、 それぞれ授業が行わ

れた。

195 2（昭和 27)年、 大阪府立股業高等学校が廃校となり、 校地と

校舎が大学に移管された。 これを受けて、 農学科と園芸学科が大仙

学舎に移転した。なお良学科と園芸学科については、 股業近代化へ

の動きを先取すべく、 1964（昭和39 )年4月に農業工学科と園芸股

学科へと再編されることになった。1965 （昭和40)年以降、 校舎の

竣工にともない順次大仙キャンパスから中百舌鳥キャンパスヘの移

転が行われ、 建物等については1971 （昭和46 )年内にほぼ移転を終

えた。 その後、 1994（平成6)年4月に、 獣医学科を除く腿学科、

園芸学科、 製芸化学科の3学科が、 応用植物科学科、 地球環境科学

科、 応用生物化学科へと再絹された。さらに1997（平成9)年4月

からは、 同じく獣医学科を除く3学科で大講座制が瑯入された。な

お獣医学科については、 専門性の観点から、 1984（昭和59 )年4月

より修業年限が6年に改められている。

付属施設の整備 農学部の付属腿場は、 大阪府立腿業高等学校の校

内腿場と経済股場を継承して発足した（ただし、 経済股場は後に大

阪府立養護学校用地に転用されることになった）。1957（昭和3 2)年、

教育学部の廃止にともない城之山鹿場が移管、 さらに百舌烏高田町

に果樹園（園芸学科南方地区）が設置された。 その後、 1969 （昭和

44)年の牒学部学舎移転とともに中百舌烏キャンパス内にも農場が

整備され、 1972（昭和47)年4月に現在地に完成、 同時に城之山股

場などは閉鎖された。

また、 家畜病院については、 大仙キャンパスにあった大阪獣医畜

産専門学校附属家畜病院が移管されて発足したが、 股学部の中百舌

鳥キャンパス移転に合わせて、 1970（昭和45 )年に附属家畜病院も
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新築されることになった。

農学研究科から農学生命科学研究科へ 1955（昭和30) 年 4 月、 園

芸学、 腿芸化学、 獣医学の3専攻からなる大学院腿学研究科修士課

程が設置され、 1959（昭和34) 年には農芸化学専攻に博士課程が増

設された。 さらに、 1964（昭和39) 年に獣医学専攻に拇士課程が、

1965 （昭和40) 年に園芸農学専攻（博士課程）が増設された。 これ

らの増設とも1関連して、 1967（昭和42) 年には農学専攻、 園芸学専

攻の修士課程が、 園芸農学専攻、 農業工学専攻の修士課程に改編さ

れることになった。 また、 1969 （昭和44) 年に腿業工学専攻の博士

課程が増設された。 その後、 1984 （昭和59) 年から獣医学科の修業

年限が 6 年に変更されたことを受けて、 1990 （平成 2) 年 4 月には

4 年制 一貰の獣医学専攻博士課程が設置された。

1997 （平成 9) 年 4 月には農学研究科から、 腿学環境科学専攻、

応用生命科学専攻、 獣医学専攻からなる農学生命科学研究科へと再

編された。 さらに、 2000 （平成12) 年 4 月からは工学部と同様、 大

学院重点化にともない、 学部の教員を大学院に移行する部局化が実

施され、 牒学部教員は大学院農学生命科学研究科所属となった。

4. 教育学部の設置と廃止

青年学校の教員蓑成 戦前には中等教育課程には進学せず、 勤労に

従事していた青少年を対象とする実業補習学校が多く存在していた。

これらの学校は、 後に兵式訓練施設である青年訓練所と統合される

ことになり、 1939 （昭和 14) 年 4 月の青年学校令施行によって、 青

年学校として組織されることになった。 この青年学校教貝を養成す

る機関として、 1926 （大正15) 年に大阪府立農学校に併設された大

阪府立股業補習学校教員養成所を母体とする形で、 1935 （昭和 10)

年に大阪府立青年学校教員養成所が設置された。

大阪青年師範学校 さらに、 1944（昭和 19) 年には師範学校令が改

正され、 全国の公立青年学校教員養成所が全て官立に移管され、 専

門学校に相当する青年師範学校として位置付けられることになった。
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【図7】浪速大学教育学部城之山学舎

大阪府では、 1 9 4 4

（昭和19)年4月に大

阪青年師範学校が堺

市百舌烏西之IIII （現

堺市北区百舌鳥西之

町、 通称城之llI)に

設骰された。

教育学部の設證 戦

後、 ff年学校は廃11·.

されたが、 師範学校を前身とする新制大学の教育学部との合併によ

って新たに発足することが多かった。 ところが、 大阪府の楊合は大

阪第 一廂Ii範学校（通称天王寺師範）、 大阪第二tili範学校（通称池111 D1li 

範）と既存の学校規模が極めて大きかったため、 統合に際して多く

の1ぷl難が予想された。 そこで、 大阪廿年師範学校を府へ移符するこ

とによって決約が図られたのである。

1949（昭和24)年3月2511に浪述大学教育学部の設i性が認 II［され、

福山重 ー 大阪行年師範学校校長が教脊学部長事務取扱に、 のち同年

12月2111阿部良之助助教授が学部長に任ぜられた。

教蓑部との統合 教育学部はその後、 ·般教脊等の課程を担当する

教投祁と統合されることになり、 しり1"l教有課程とともに 一般教脊の

強化が図られた。 1952（昭和27)年4月から、 それまで教1受部に所

屈していた教具はすべて教脊学部に配骰杯えとなり、 いわば新たな

教行学部が発足することになったのである。

また、 1953（昭和28)年4月の学し1ll改止により、 教育学部の専門

教育課程についても、 商等学校教具投成課程として工業教育科(iじ

気工学コ ー ス、 機械工学コ ー ス、 l-． 業化学コ ー ス）と股業教行科

（総合農学l復修コ ー ス）が、 中学校職業指麻科教員投成課程として職

業指森科（職業指祁コ ー ス、 労務狩FItコ ー ス）が骰かれた。

教育学部の廃止 ただ、 教脊学部については設1[｛当初から多くの間

題点が存在していた。 1952（昭和27)年11月から1956（昭和31)年
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11月まで浪速大学（大阪府立大学 ）学長を務めた堀場信吉が、当時

の教育学部を回想して「これが大学といい得ようか」（「大阪府大の

思い出」『大阪府立大学十年史』所収）とまで慨嘆したように、特に

設備上の貧弱さは致命的なものであった。 しかも、設置者である大

阪府においても、教育学部に対する視線は厳しく、廃止の意向を持

っていた。 この、大阪府当局が明らかにした教育学部廃止の意向に

ついては、「大阪府立大学十年史jの中で次のように述べられている。

1 教育学部を従来のままのあり方において充実してゆくことは、

既設の工学部 ・ 腿学部の充実と重複し、 本学の教育体系を乱す

ばかりでなく、府の財政上からみても適切な策ではない。

2 新制大学の多くはいずれも教職課程を設け、それによって教

員免許状取得の途を開いている。 本学のエ ・ 腿両学部において

も同様の方針を採り、現にその目的を達成している。 また、職

業指尊は義務教育の一 環であり、この教員養成は学芸大学にお

いて専ら取り扱われ拡充されつつある。 したがって、 本学に前

記のような使命をもった教育学部を存置する意義は著しく乏し

いものになった。

3 卒業生の就職についても、教職以外の職場を希望するものが

多い。 当初は新学制による有資格教員の養成も必要であったが、

その後有資格者が一 応配分されるに至ったため、教員就職の途

が急激に狭くなってきた。

（「大阪府立大学十年史』p.112)

以上のような理由から、学内での討議を経て、1954（昭和29)年

度から教育学部の学生募集を停止、1957（昭和32)年3 月31日に在

絣学生の卒業完了を受けて教育学部が廃止されることになった。 学

生経集期間は1949（昭和24)年度から1953（昭和28年） 度までの5

年間ではあったものの、 総計397名の卒業生を輩出した教育学部は、

このようにして終焉を迎えたのである。
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5. 経済学部の設置

経済学部の設置 教育学部の廃止については、 産業経済都市大阪の

実態に合致した大学設置を目指す思潮も関係していた。 そこで、 教

育学部に代わり経済学部設置への動きが高まり、 1954（昭和29) 年

に経済学部が設置された。 設置に際しては、 他学部とは異なり址体

となる高等教育機関を継承していなかったこともあり、 いわばゼロ

からのスタ ー トを切ったことになる。 経済学部専用校舎については

1957（昭和32) 年に完成し、 1959（昭和34) 年には大学院経済学研

究科修士課程、 1961（昭和36) 年には博士課程が開設された。 経済

学部の設置当初は、 経済原論をはじめとする11（後に15) 講座から

なる経済学科の 1 学科で出発したが、 その後1966（昭和41) 年に 6

講座からなる経営学科が増設され、 合わせて 2 学科21講座となった。

また、 1991（平成 3) 年からは11講座の大講座制に再編成された。

サテライト教室の開設 大学院については、 1959（昭和34) 年に修

士課程が、 1961（昭和36) 年には博士課程が設置された。 その後、

社会人特別選抜制度が、 1994（平成 6) 年度から博士前期課程（修

士課程）、 ついで1996（平成 8) 年度から博士後期課程（博士課程）

において、 それぞれ実施されることになった。 また、 2001（平成13)

年には、 大阪市中央区難波中の「なんばパ ー クスタワ ー」7階に「な

んばサテライト教室」が開設され、 社会人に広く門戸を開いた研究

教育を実施している。

6. 教養部から総合科学部へ

教養部の設置と教育学部との合併 昭和24年の浪速大学発足に際し、

一般教育・外国語・保健体育を管掌する教旋部が設置された。 学科

Hは人文科学、 社会科学、 自然科学、 外国語、 保健体育、 教職から

なっており、 授業は大阪工業専門学校校舎を利用して行われた。

その後、 一般教育の強化を図る目的から、 1952（昭和27) 年 4 月

に教育学部と教養部との合併が行われた。 これにより教養部の教員

はすべて教養学部の所属となった。
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教養部の再設置 さらに教育学部の廃止を受けて、 1957（昭和32)

年4月 1 日より、 新たに教養部が発足した。 その後、 1964（昭和3 9)

年に廃止された大阪府立大学農業短期大学部の教養部担当教員の移

籍などを受けて、 教養部の充実が図られた。

ところで、 教養部を中心とする基礎系学部新設要求の動きは学内

でも活発であったようで、 1953（昭和28)年には文理学部設置申請

が、 1967（昭和42)年には評議会において理学部新設案の審議が行

われている。 しかしながら、 それらの実現は後述の総合科学部設置

まで待たなければならなかった。

総合科学部の設置 1960年代後半に至り、 いわゆる大学紛争の影響

を受けて、 全国の大学で大学改革への動きが叫ばれる中、 学内にお

いても教養教育の見直しが声高に叫ばれることになった。 具体的に

は専門教育と有機的に機能させるべく、 教養部の廃止と新学部の設

置が提案され、 1973（昭和48)年に新学部設立検討委員会が設置さ

れた。 その後、 新学部設立準備委員会等でも討議を重ねた結果、

1978（昭和53)年に教養部が廃止され、 総合科学部が設置された。

当時、 国公立大学の中で総合科学部の名称を持つ学部は他に広島大

学があるのみで、 新設学部として極めてユニ ー クな存在であった。

また、 設置当初は総合科学科の 1学科、 日本文化、 西洋文化、 人間

関係、 計址化学、 物質科学、 生命科学の6コ ー スであった。

工業短期大学部の廃止と計測科学コ ー スの設置 その後、 大阪府立

大学工業短期大学部の廃止に関する学内の議論を受けて、 総合科学

部内に新コ ー スを設置する案が浮上した。 検討の結果、 工業短期大

学部については既述の通り1980（昭和55)年からの学生募集停止が

決定され、 1982（昭和57)年には、 工業短期大学部から移籍した教

員を中心とする計測科学コ ー スが総合科学部内に設置された。 なお、

工業短期大学部については1983（昭和58)年3月31日をもって廃止

された。

大学院の設置と学科の改組 1982（昭和57)年に大学院総合科学研

究科修士課程（文化学専攻、 情報科学専攻、 物質科学専攻）が設置
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され、 1993（平成 5) 年には大学院総合科学研究科の情報科学専攻

を数理 ・ 情報科学専攻に名称変更するとともに、 大学院理学系研究

科博士課程（数理・情報科学専攻、 物質科学専攻）が設置された。

また、 1994（平成 6) 年には大学院人間文化学研究科博士課程が設

置された。 これらの改編を受けて、 2001（平成13) 年には大学院総

合科学研究科を廃止し、 人間文化学研究科と理学系研究科に、 それ

ぞれ博士前期課程、 栂士後期課程を設置し、 一貰した研究・教育体

制が確立されることになった。

学部については、 従来のコ ー スを発展させる目的で、 1997（平成

9) 年に総合科学科の1学科から、 人間科学科、 総合言語文化学科、

数理・情報科学科、 物質科学科、 自然環境科学科の 5学科へと改組

された。 さらに2001（平成13) 年度からは外国語教育の充実を目的

とする、 言語センタ ーが設置された。
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第6章 大学通史（3)大阪女子大学・大阪社会事業短期大学

本窪では、 大阪府女子専．1＂l学校から大阪女子大学に至るまでの流

れと、 大阪社会事業短期大学から大阪府立大学社会福祉学部に辛る

までの流れについて概観する。

1. 大阪府女子専門学校

大阪府女子専門学校 1923（大正12)年6月、 大阪府に対して山田

1|i[!IS兵衛(1851〔私永4〕年～1927〔昭和2〕年）より、 女子邸等

教脊機関設立のための莫大な寄付（土地約6.600n{、 建築牧35万円）

叩 l,1 がなされた。 これにより大阪府は女子専門学校設骰へと動き出

し、 J924 （大正13)年4 Jj、 大阪府女子専門学校が設附されるに至

った。 初代校長は瀧村斐男が就任したが、 同窓会の名称である「斐

文会」は、 この瀧村校長の名前に由米している。 大阪｝｛寸女チ．導1"l学

校のように、 一篤志家による寄付が基盤となって邸等教有機関が設

irtされたという歴史は、 極めてユニ ー クなものであるとともに、 地

域社会と大学との関係を考える上でも重要な示唆を含んでいる。 ち

なみに、 公立女子専1"l学校の設附は、 先述の通り福岡県吃女子専l"J

学校に次ぐものである。

大阪府女子専門学校規程第一条には「本校ハ女子二邸約ノ学術技

芸ヲ授ケ兼テ其ノ人格ヲ陶冶スルヲ以テ目的トス」とあり、 予科1

年と国文国史学科、 英文学科、 家政理学科の本科3年制からなって

一
［図8]大阪府女子専門学校・大阪女子大学帝塚山キャンバス
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いた。当初は大阪府立阿倍野高等女学校（現在の大阪府立阿倍野高

等学校）を仮校舎としていたが、 19 27年に東成郡住吉村帝塚山（現

大阪市住吉区帝塚山） に新学舎 が完成されたのを機に移転した。

19 27（昭和2)年には研究科が設置、 翌19 28（昭和3)年には専攻

科が設置された。なお、 予科については19 34（昭和9)年に廃止さ

れた。

戦時下には、 文部省による「女子専門学校教育刷新」が1944（昭

和19)年1月に発表されたことを受けて、 1944（昭和19)年4月に国

語科、 経済科、 保健科、 物理化学科の新学科へと再絹が行われると

ともに、 従来の学科の入学生募集を停止した。なお、 戦後の194 6

（昭和2 1)年4月には英語科が復活設置されている。

2. 大阪女子大学

大阪女子大学の設置 1949（昭和24)年4月に、 大阪府女子専門学

校は大学へと昇格し、 大阪女子大学学芸学部が設置された。初代学

長には平林治徳大阪府女子専門学校校長が就任した。大学昇格にあ

たっては浪速大学の母体となる諸専門学校との統合等も検討された

が、 関係者の強力な働きかけや、 財政的な見地から最終的には単独

昇格が認められることになったのである。学科については国文学科、

英文学科、 社会福祉学科、 生活理学科が設置された。生活理学科に

関しては後に家政系学科から理学系学科への改組が図られ、 1976

（昭和51)年4月に基礎理学科が設樅された。基礎理学科の設置当時

は、 公立女子大学の中で唯一 「理学士」を授与する学科であった。

大仙キャンパスヘの移転と学科改組 大阪府女子専門学校以来の校

舎を使用し続けていた帝塚山キャンパスの狭陰化は年々深刻化し、

学部や学科の充実に対し支障をきたすようになってきた。そこで学

内での活 発な討議を経て、 大阪府立大学鹿学部の敷地であった堺市

大仙町へと移転することになったのである。19 7 6 （昭和51)年9月

には移転が完了し、 同年の後期から新学舎での講義が開始された。

その後、 19 8 1 （昭和56)年に行われた大阪社会事業短期大学と大
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【図9]大阪女子大学大仙キャンパス

阪）｛い
＇

l:大学との統合（後述）は、 社会福祉学分野における大阪府立

大学、 人阪女子大学両大学の競合1lil題を生むことになった。 その結

呆、i寸議の末に社会福祉学科の改組へと進むことになり、 1983 (11({ 

和58)年4月に人削関係学科（社会学専攻、 教育学専攻、 心理学専

攻）が設附され、 1987年3月に社会福祉学科が廃止されるに至った

のである。 また新学科については、 1989（平成元）年4月に応川数

学科が設附され、 理科系学科の充実が図られた。

大学院の設置 1977（昭和52)年4月に、 文科系大学院を先行させ

る形で大学院文学研究科修士課程（国語学国文学専攻、 英語学英米

文学専攻、 社会福祉学専攻）が設附され、ltiJ時に専攻科が廃止され

た。 その後、 学科の改組を受けて1990（平成2)に社会福祉学iい攻

が廃止されたが、 1992年4月には修士課程に人間学専攻が設骰され

ている。 一 方、 理科系大学院については1993（平成5)年4月に、

大学院理学研究科修士課程応用数学専攻が設骰され、 1994年4月に

は基礎理学専攻が設置された。

女性学研究センターの設置 1994（平成6)年の情報センタ ー 設骰、

1997（平成9)年の生涯学習研究センタ ー 設骰など、 1990年代には
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各種のセンタ ー が設置され、 研究教育の充実が図られた。 中でも特

筆すべきは1996（平成 8) 年の女性学研究センタ ー の設置で、 同年

には大仙キャンパス内に70周年記念ホ ー ルも竣工、 それまでの大阪

女子大学における女性学の研究教育をさらに発展させることになっ

たのである。

人文社会学部・理学部の設置 1999（平成11) 年 4 月には、 人文社

会学部、 理学部の2学部が設置され、 学芸学部の学生募集が停止さ

れた。 人文社会学部は人文学科（日本語日本文学専攻、 英語英米文

学専攻、 国際文化専攻）と人間関係学科が、 理学部は環境理学科と

応用数学科からなっていた。 また、 同年には生涯学習研究教育セン

タ ー （生涯学習研究センタ ー を改組）、 上方文化研究センタ ー 、 情報

教育センタ ー （情報センタ ー を改組）も設置された。 このようなセ

ンタ ーの中でも、 女性学研究センタ ー と上方文化研究センタ ーにつ

いては三大学統合後、 人間社会学部へと継承されることになった。

3. 大阪社会事業短期大学

大阪社会事業学校 1947（昭和22) 年12月、 近畿府県社会事業教育

懇談会が、 厚生省の要請により開備された。 連合国軍総司令部(G

HQ)社会福祉課、 大阪・京都・奈良・兵庫各軍政部原生課長の臨

席の下、 数回の討議を経た結果、 社会事業者養成機関設骰が必要と

の結論に達した。

これに基づき、 1948（昭和23) 年10月、 厚生省、 大阪府、 共同幕

金等からの出資を得て、 財団法人大阪社会事業協会を経営主体とす

る大阪社会事業学校が大阪市南区田島町（現大阪市中央区谷町）に

設置された。

大阪社会事業短期大学 その後、 1949（昭和24) 年の学校教育法の

改正により短期大学制度が設けられたことを受けて、 大阪社会事業

学校を母体とし、 社会事業科と研究科からなる大阪社会事業短期大

学が1950（昭和25) 年 3 月に設置された。 校舎は本校を大阪市南区

田島町、 分校を大阪市東区森之宮西之町（現大阪市中央区法円坂）
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【図10】 大阪社会事業短期大学夕陽丘学舎

とし、 学長には大阪社会事業学校校長のII叩宜恭二が任命された。

1952（昭和27)年 4月には、 大阪府立保l吐学院を統合して社会事

菜科保育課程が設iittされるとともに産業福祉科が増設、 さらに研究

科が選科に名称変更された。 選科については1956（昭和31)年3月

に廃止され、 同年、 しI/攻科が設附されている。

1959（昭和34)年8)］、 キャンパスが大阪市天王寺区夕I湯丘町の

夕陽丘学舎に移転された。 1964（昭和39)には社会事業科が社会事

業専攻と保育専攻の2専攻に分離されることになった。

4. 大阪府立大学社会福祉学部の設置

大学昇格への動き 大阪社会事業短期大学を4年制大学に外格させ

る動きは、 短期人学発足当時から存在していた。 この大学外格への

動きは1970年代に人り活発化し、 1976（昭和51)年には社会事業短

期大学教授会内に4年制化委貝会が発足した。 しかしながら、 すで

に人阪府立人学、 大阪女子大学を擁する大阪府にとって、 新たな単

科大学の設·i性は困難であったため、 討議の末に大阪府\j：大学との 統

合による、 社会輻祉学部設骰へと向かうことになったのである。

社会福祉学部の設囲 これを受けて1981（昭和56)年には、 文部省

による設附認11r、)りiIt省からの保•/:J:1f｝成施設設附認II［を受け、 4月

に大阪府立大学社会福祉学部が設1i11'.された。 1987 (ll(i和62)年には

夕陽l:i:から現在の中I'i舌鳥キャンパスヘと移転し、 さらに1991（平
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成3)年4月、 大学院社会福祉学研究科修士課程が設骰された。 な

お、 1993 （平成 5) 年には修士課程を博士前期課程とし、 新たに大

学院社会福祉学研究科博士後期課程が設置されることになった。

社会福祉学部、 大学院社会福祉学研究科修士課程は、 ともに国公

立大学では初めての学部、 大学院であり、 大学院社会福祉学研究科

博士後期課程に至っては、 全国初の社会福祉学分野の栂士課程であ

ることからもうかがえるように、 社会福祉学の分野では極めて先駆

的な役割を担ってきたと言えよう。
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第 7 章 大学通史 (4) 大阪府立看護大学・研究所

本章では、 現在の大阪府立大学における看護・医療系学部の淵源

と言える大阪府立看護短期大学、 大阪府立看護大学の流れと、 旧大

阪府立大学附属研究所として統合されることになった大阪府立放射

線中央研究所の流れについて概観する。

1 ■ 大阪府立看護短期大学・大阪府立看護大学

大阪府立看護短期大学 1970年代頃から、 都市部における看護専門

職（当時は看護婦、 現在は看護師）不足が社会問題化するようにな

ったが、 事情は大阪府においても同様であった。 そこで大阪府衛生

対策審議会では、 1973（昭和48)年12月に看護婦養成の拡充等を主

眼とする緊急看護婦充足対策として、 具体的な看護短期大学設立提

言を含む答申を、 知事に対し行った。 これを受けて看護短期大学設

置への動きが本格化し、 翌1974（昭和49)年に大阪府立看護短期大

学設立調査会が発足した。

1977（昭和52 )年12月には文部大臣から大阪府立看護短期大学の

設置認可を経て、 1978（昭和53)年4月に、 大阪府立看護短期大学

が大阪市住吉区の旧大阪女子大学の跡地に開学した。 初 代学長には

山本和男大阪府立羽曳野病院長が就任した。 なお開学当時は第一看

護科、 第二看護科からなっていた。

大阪府立看護大学 大阪府立看護短期大学については、 開学当初か

ら看護大学整備の方針が決定しており、 将来的には看護大学と医療

技術短期大学部の併設が目されていた。 しかしながら諸般の事情に

より計画が遅れ、 ようやく1989（平成元）年12月になり、 大阪府衛

生対策審議会において看護大学（医療技術短期大学部併設）構想が

了承されるに至ったのである。

1993（平成5)年12月に文部大臣から大阪府立看護大学、 医療技

術短期大学部の設置認可を経て、 1994（平成6)年4月、 大阪府立

看護短期大学を母体とする大阪府立看護大学が、 大阪府立羽曳野病
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院に臨接する大阪府羽曳野市はびきのに開学し、 看護学部看設学科

が設置されることになった。 初代学長には曲直部裔夫大阪大学名抒

教授が就任した。 なお、 大阪府立看護短期大学旧校舎（旧大阪女子

大学）は、 その後大阪府瞥住吉野察署仮庁舎、 大阪府立貿易専門学

校校舎などに転用されたが、 現在は大阪府公文書館として使用され

ている。

新校舎は大阪府立看護大学の開学に合わせて1994（平成6)年3

月に竣工されたが、 建物の設計思想は3 G（五臓六腑のG、 ジオグ

ラフィカルのG、 ジェントルのG)で構成されている。 これは看設

系大学という性質からくるイメ ー ジと、 羽曳野の谷状の地形とを生

かした曲線的なデザインを勘案したものである。

医療技術短期大学部の設置 大阪府立看護短期大学については、 大

阪府立看護大学医療技術短期大学部へと継承され、 第一看護科は看

護第一学科、 第二看護科は看護第二学科へと名称が変更された。 ま

た、 1978（昭和53)年設置の大阪府立公衆衛生専門学校が廃止され

るのとも関連して、 新たに臨床栄養学科、 歯科衛生学科、 臨床検査

学科、 理学療法学科、 作業療法学科が増設され、 全7学科を擁する

総合短期大学となった。 これは公立医療系短期大学としては大規模

な学科数である。

医療技術短期大学部の廃止 その後、 大阪府立大学、 大阪女子大学、

大阪府立看護大学の三大学統合化の動きと関連して、 医療技術短期

大学部については廃止の方向で検討がなされることになった。 2003

（平成15)年4月からは看護第一学科、 臨床栄養学科、 歯科衛生学科、

臨床検査学科、 理学療法学科、 作業療法学科の入学生募集を停止し、

【表2】大阪府立看護短期大学の卒業生
（名）

S53 I :>t I 55 I 56 I 57 I 58 62 I 63 I Ill I 2 I 3 I •I 

ー，ー• 58 I 61 I 56 I 54 61 I 58 I 応 I 58 I 6-1 I 応 I 8-15 

: :�:，75|179|;，:|l:」 1：1|l:に1,6:2|：に11:'i|ti：|）f：|）：|::;
出典 (http://www.nursing.osakafu-u.ac.jp/tan_top. html) 
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【表3】大阪府立看護大学医療技術短期大学部の卒業生
（名）

116 7 8 ， 10 11 12 13 14 15 16 17 it 

59 63 50 5-1 56 5i 54 61 60 50 61 4 626 

(j() 56 62 61 57 58 58 60 57 a) 60 61 710 

17 17 19 13 22 17 16 23 19 163 

18 19 20 20 17 19 21 23 20 I 178 

17 16 17 19 18 20 18 20 20 166 

12 12 16 12 18 15 12 13 14 I 125 

， 11 14 15 17 12 l2 12 13 4 119 

119 137 186 191 199 188 206 206 198 198 188 70 20部

出典(http://www.nursing.osakafu-u.ac.jp/tan_top.html)

さらに三大学が統合した2005（平成17)年4月からは看護第二学科

の入学生募集を停止した。2006（平成18)年3月に大阪府立看護大

学医療技術短期大学部が廃止となった。

看護学研究科の設置 1995（平成7)年7月に、 大阪府は健康ビジ

ョン「健康都市・大阪」の実現を支える人材構築を目指すべく、 看

護専門職の育成を打ち出した。これにより看護教育レベル向上とし

て大学院設置の動きが起こり、 1998（平成10)年4月に大学院看護

学研究科修士課程が設置された。さらに、 2000（平成12)年4月に

大学院看護学研究科博士課程が設置された。

総合リハビリテ ー ション学部の設置 2003（平成15)年4月に、 総

合的なリハビリテ ー ションを与える人材育成と、 教育や研究の体系

を構築する必要性から、 総合リハビリテ ー ション学部が設置された。

リハビリテ ー ションを学部名に掲げている例は、 現在私立大学で多

く見られるものの、 公立大学の中ではほとんど例がなく（学科名で

は神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部リハビリテ ー ション学科な

ど）、 極めてユニ ー クな存在であると言えよう。なお学科は総合リハ

ビリテ ー ション学科の1学科であるが、 その下に理学療法学専攻、

作業療法学専攻、 栄養療法学専攻の3専攻を置いている。
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2. 大阪府立大学附属研究所・先端科学研究所

大阪府立大学先端科学研究所に至るまで 1950年代の原子力平和利

川の翡まりを受ける中で、 大阪府は1959（昭和34)年に、 放射線利

m技術の向上を1」的とする大阪府立放射線中央研究所を、 堺市新家

町（現堺rli中区学園IIII）に設骰した。 その後、 大阪府立大学との統

合がなされ、 1990（平成2)年に大阪府立大学附艇研究所として設

骰された。 1992（平成4)年には附屈研究所に生物脊源IJH発センタ

ーが設ii1され、 1995（平成7)年3月には新本館が完成した。 同年

4月から大阪府立大学先端科学研究所に名称変更され、 新たに12の

研究分野(6基幹分野と6協力研究分野）が増設された。 先端科学

研究所については、 後の産学官連携機構へと引き継がれることにな

る。

.. --
［図11】大阪府立放射線中央研究所
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第8章 大阪府立大学のこれから

本章では、 2005（平成17)年 4月に発足した公立大学法人大阪府

立大学を主軸として、「大学」を学ぶことの意義について改めて言及

するとともに、 まとめとして、 望ましい大学のあり方 について検討

を試みる。

1. 公立大学法人大阪府立大学

大阪府大学改革基本計画 21世紀になり少子化傾向にともなう大学

全入化への動きや、 行財政改革とも連動した全国的な大学改革の流

れが進む中、 大阪府 においても21世紀にふさわしい大学への改革を

進めるべく、 外部有識者による「府大学のあり方検討会議」が設置

され、 2002（平成14)年 2 月に最終報告がなされた。

大阪府ではこの最終報告等をふまえつつ検討が進められ、 パプリ

ックコメント手続き等を経て、 同2002（平成14)年12月に「大阪府

大学改革基本計画」が策定されること になった。 この改革基本計画

では、 大阪府下に設置されていた三大学（大阪府立大学、 大阪女子

大学、 大阪府立看護大学）の統合再編を骨子とする、 以下の新大学

構想が提案された。

. 1つの新生府立大学（仮称）としての展開（現行の3大学を

再編統合し、 教育研究体制を再構築）

・大学院を璽視した、 高度「研究型」大学として発展（国際競

争力のある世界的な教育研究の拠点となるよう、 大学院での研

究・教育を童視する高度な「研究型」大学として、 独創的・先

駆的な研究を展開するとともに、 複雑化・高度化する社会に対

応した「高度専門職業人」を登成）

・「新生府立大学法人（仮称）」による自律性・ 機動性あふれる

大学運営の実現（大学の「自主性・自律性」や「機動性・柔軟

性」を高めるため、 府が直接運営 に関わる大学から、「新生府立
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大学法人（仮称）」による運営へ転換）

公立大学法人大阪府立大学の誕生 その後、 大阪府及ぴ三大学関係

者による綿密な討議を経て、 2003（平成15)年7月には新学部 ・ 研

究科の構成と理念•特徴を発表、 2004（平成16)年 2月には新大学

の名称が「大阪府立大学」に決定され、 2004（平成16)年7月27日

に文部科学大臣認可の上、 2005（平成17)年4月に新大学「大阪府

立大学」が発足した。 なお、 改革基本計画に盛り込まれていた大学

法人化も同時に行われ、 ここに正式名称を「公立大学法人大阪府立

大学」とする新大学がスタ ー トしたのである。

新大学は、 以下の7学部・研究科からなる、 公立大学として有数

の規模を誇る総合大学の一つとなった。 なお、 総合リハビリテー シ

ョン学研究科は、 学部の完成年を受けて2007（平成19)年4月に設

置された。

工学部・工学研究科

生命現境科学部•生命現境科学研究科

理学部 ・ 理学系研究科

経済学部 ・ 経済学研究科

人間社会学部 ・ 人間社会学研究科

看護学部 ・ 看護学研究科

総合リハピリテーション学部・総合リハビリテーション学研究科

総合教育研究機構・産学官連携機構 また、 大学発足に際し学部・

研究科の他に二つの部局が設骰されることになった。 一つは総合教

育研究機構であり、 全学の教養 ・ 基礎教育を担う「共通教育部l11」

と、 全学の教育改革と教育研究の成果の地域還元を担う「教育改

革 ・ 展開部門」からなっており、 後者の部門には、 全学の教育改i1i

推進を目的とする高等教育開発センタ ーと、 公開講座の企画・ 運営

等による地域貢献を担うエクステンション ・ センタ ー が属している。
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もう 一つは産学官連携機構であり、 先の大阪府立大学先端科学研

究所においてなされていた産業技術の高度化や新産業創出といった

機能を充実させ、 さらには大学に蓄積された知識や技術を積極的に

社会迎元し、 教育研究の活性化を図ることを目的に設置された。 な

お産学官連挑機構には、 研究辿携戦略室、 先端科学イノベ ー ション

センター、 リエゾンオフィス、 知的財産マネジメントオフィスとい

った組織が設骰されている。

校章とスク ー ルカラ ー また、 開学にあわせて新大学の校章とスク

ー ルカラーも制定された。 校章は大阪の木である銀杏をモチ ー フに

し、 三大学統合をイメー ジしたデザインとなっている。 また、 スク

ー ルカラーは「ウルトラマリンプルー 」で、 消新なイメー ジを念頭

に悩いたものである。

このように、 新大学「公立大学法人大阪府立大学」は、 世界に通

用する「高度研究型大学」としての特性を十分に発揮すべく、 研

究・教育に従事しているところである。

【図12】大阪府立大学校章

2. 大学史に望まれるもの

大学史の意味 以上のように大阪府立大学の沿革について概観した

が、 公立大学としての特性の一つである、 地域社会の期待に即応し

た大学という大阪府立大学のあり方がうかがえたのではなかろうか。

このように大学史は大学のあり方を映し出す機能として極めて興味

深い意義をもつのである。 研究の最先端を常に志向する立場からす
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れば、 過去の研究や制度を回顧することなど無意味と思われるかも

しれない。 しかしながら、 ここで温故知新といった格言を持ち出す

までもなく、 そういった最先端の研究を産出する「大学」という場

の歴史性を認識することは、 必ずや研究そのものに歴史の重みを与

えることになるだろう。 ここでいう歴史の璽みとは、 時には栄光の

歴史であり、 時には負の追産でもあり得る。 そうした正負の側面を

虚心坦懐に受けとめることにより、 社会の中に存在する「大学」と

いうあり方を認識することができるのである。 その意味で、 大学史

は社会におけるアカウンタピリティ（説明報告責任）の機能を果た

していると言えよう。

大学史に望まれるもの それでは、 アカウンタビリティの機能とし

ての大学史とはどのようなことを指すのだろうか。

大学史は、 大学におけるあらゆる公的文書を網羅的に探索し、 精

壺を重ねた上で編築される歴史である。 それだけに、 大学の研究、

教育、 地域貢献、 経営、 といったすべての側面に対して目を向ける

必要がある。 こうしたHの向け方は、 外部評価や監査に似たものが

ある。 その意味で、 大学史絹幕作業はアカウンタビリティの機能を

持つとも言えるのである。 事実、 大学史編築事業にとって大学当局

が作成する年次報告書や外部評価書等は、 一 次資料として利用価値

が高い。 また、 そうした年次報告書や外部評価書の作成にあたって、

大学史絹媒のスタッフが協力を求められることもある。

さらに大学史は、 大学広報上の極めて有効なツ ー ルの一つでもあ

る。 私立大学の多くでは、 大学の伝統を前面に押し出した広報活動

を広く行っている。 国公立大学の場合でも、 例えば大阪大学におけ

る懐徳堂や適塾のように、 大学の前身機関を効果的に示した例も存

在する。 今後、 大学史は大学広報にとっての重要なキ ー ワ ー ドの一

っとなってくるだろう。 そうした可能性に応えるためにも、 大学史

絹築事業は、 何周年かの記念事業に合わせたような単発的なもので

はなく、 恒久的な営為として組織化されなければならないのである。

図書館等との連携 大学史編幕における必要な第 一 次資料について
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は、 文書館等の独立した機構が存在しない場合、 どうしても図書館

等との綿密な連携が必要となってくる。 大阪府立大学では、 2005

（平成17)年の三大学統合により設置された学術情報センターにおい

て、 旧三大学の附属図書館を引き継ぎ、 さらには情報研究教育機能

の展開を行っているが、 今後はさらなる連携が必要となってくるだ

ろう。

3. 大学文化遥産の構想

大学史編纂研究所について 大学史編築という事業は、 昨今ますま

す重要視されてきている分野の一つである。 ただ、 そうした事業に

おいては、 全学的な協力体制が不可欠であり、 大学が「大学史」と

いうものをどのように位置付けるのかかが問われている。 具体的に

は、 大学アー カイヴス（文書館）の設置による大学史資料の永年保

存を制度的に充実していくことが急務となる。

大阪府立大学においては、 2008（平成20)年4月に21世紀科学研

究機構における「第2群：戦略的な調査・研究課題を実施するため

に学長が指定する研究所」の一 つとして、 バー チャル研究所である

大学史編媒研究所が設置され、 大学史資料の収集調査にあたってい

る。 なお、 大学史編媒研究所の設置趣旨は以下のとおりである。

大学史の 編媒事業は、 俯轍的な視点からすれば大学自己点

検・評価の作業そのものでもある。 また、 社会の中で存在する

「大学」というあり方のアカウンタビリティを、 最も具現化した

ものと見なすこともできよう。 さらに、 大学の沿革を詳悉に記

録保存することにより、 現今の大学のあり方への確認ができる

ばかりでなく、 未来への展望を描く基本的な資料への活用が期

待できる。

本研究所は、 かかる大学沿革史編築事業の重要性に鑑み、 大

学史資料の収集・整理、 研究、 ならびに大学教育への活用法に

対する研究調査を行うべく設置されるものである。
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また、 大学史編幕研究所では、 大学史資料の収集に際し広く地域

住民や同窓生への協力を求めるために、 ポランティア制度としての

「大学史トレジャー ハンタ ー （仮称）」を組織するなど、 全学的な協

カ体制を作り上げる工夫を行っている。 このようにして収集された

大学史資料等 については、 さらに大学が所蔵する文化的価値の高い

物品（文化財・貴重書 等）とともに、 いわば「大学文化逍産」 とし

て整備し、 将来的には公開を目的とする博物館機能へと発展させて

いくことが極めて望ましい。 その意味で文書館と博物館とは、 大学

史にとっては両輪となって機能する重要な部局となってくるだろう。

学生生活史をめぐって また、 大学史は「大学」のあり方を示すも

のであることから、 ある意味では大学で生活する人々の生活史とし

ての意味を見出 すこともできるだろう。研究・教育といった制度か

らの俯諏を中心とした大学史が「烏の目」であるとするならば、 例

えば学生側からの「虫の目」とでも言うべき視点からの大学史が存

在しても、 興味深いものになるに違いない。 具体的には、 授業やク

ラプ、 あるいはアルバイトといったキャンパスライフ（思い出）の

聞き取り等を通時的に行っていくことで、 その大学の姿が活写され

ることになると思われる。 同窓会誌や卒業アルバムといったものは、

この学生生活史の最も璽要な資料として位置付けることもできるだ

ろう。 当然、 これらも「大学文化迫産」 の一部をなしている。 まさ

にこうしたところから、 大学の「顔」といったものが浮かび上がっ

てくるのではなかろうか。

大学ブランドの創設 昨今、 大学の「顔」として具体的な文物をも

って示す例が散見される。 例えば、 大学のマスコットやキャラクタ

一、 さらには大学オリジナルの商品などが開発され、 商品化も進ん

でいるようである。 これらは大学広報上のメリットとしてだけでは

なく、 大学の「顔 」を求めるというユニバー シティアイデンテイテ

ィの構築とも関係する、 重要な営為であると言える。 というのも

「大学プランド」として評価を受けるものとして機能するからである。

ただし、 そうした「大学プランド」 の構築には大学史的裏付けのあ
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るものや事業との推進が図られる必要がある。 大学とは直接関係の

ないものを、 ただ有名だからと言って借りてきただけでは、 その時

は耳目を引きつけることがあったとしても、 結局は一 過性のものに

終わってしまい、 歴史の中に埋没してしまうだろう。 それよりも、

派手ではないかも知れないが、 大学の中で日夜継続して行われた研

究や教育の中で、 価値あるものを見出すことの方が極めて有意義で

ある。 大学史とは、 こうした大学における日々の営為を照らし続け

る灯台でなければならないだろう。



66 

おわりに

以上はなはだ簡単ながら、 大阪府立大学史の概観を通して、 大学

とは何か、 大学はいかにあるべきかについて若干の考察を試みた。

とりわけ学生諸君にとって、 自らが学んでいる大学について真摯に

考える契機となることができたならば、 筆者としてこれに過ぎたる

喜ぴはない。 なお、 本書では学部・学科といった研究教育機構の沿

革を中心に記述したため、 事務局や図書館、 さらには学生生活や地

域社会との関係についてほとんど言及していない。 また、 学部附置

の研究所、 センタ ー 等についてもすべてを網羅的に扱うことができ

なかった。 これらの点については、 すべて今後の課題であり、 本書

の不備を改めるべく一層精進を璽ねていく所存である。

本書で使用した図版は、 特に断りのないもの以外、 すべて大阪府

立大学広報誌等で使用されたものである。 なお、 このような大学校

舎や学生生活の写真については、 大学史編築事業上貴重な資料でも

あることから、 広く収集を呼ぴ掛けているところであり、 何かお気

づきの点があれば是非とも大学史編築研究所の方までご一報頂けれ

ば幸いである。

最後に、 本書が成るにあたって、 大阪府立大学21世紀科学研究機

構室長の竹本雅美氏には大変お惟話になった。 記して感謝申し上げ

たい。
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※印の校名は浪速大学設置当時のもの

・ 大阪高等獣医学校 (S77) →大阪獣医畜産専門学校 (S27)

・ 大阪高等工業学校 (S74) →大阪工業専門学校 (S79)

・ 大阪府立堺高等工業学校 (S78) → 大阪府立堺工業専門学校 (S27) →大阪府立化学工業専門学校 (S21)

・ 大阪府立淀川高等工業学校 (S79) →大阪府立淀川工業専門学校 (S27) →大阪府立電機工業専門学校 (S27) →大阪府立淀川工業専門学校 (S27)

・ 大阪府立航空高等工業学校 (S19) →大阪府立第三工業専門学校 (S20) →大阪府立機械工業専門学校 (S27)



111東

["lt行略歴］
大阪l(.f 1'0ぐ'f:人I::J社会学部准教授 、 21111;紀科学研究機構人学史

紺町）［究所｝りfl<

1970年 、 大阪 l(.fll:． まれ。 2000年、 大阪K
’

f大学院文学研究科1,!1．I:
後期 ，渫程修J＇ 人阪女{•大学がれ為師を経て 、 2008年より現戯

r 

・
財Iし］虞；［｛ l:：喜門悶ご心。卜：・1、IF!？贔治1iiJJUI 11本文典の研

功 究」 (2002 、 和泉 ，1 ::院） 、 「ll/'，歌と1`1,i{i lリ1治近代化の装叫 (2008、

（さんとう・いさお） 溝談社）、 紺初こ「1�1,11i施策百年史J (2005、文化／「編）などがあ
る。



◎
g

O M U Pの山来
大阪公立大学共同出版会（略称O MU P)は新たな千年紀のスタ ー トとともに大
阪南部に位lrtする5公立大学、すなわち大阪市立大学、大阪l.f立大学、大阪女
子大学、大阪府立看護大学ならぴに大阪府立看設大学医燎技術短期大学部を構
成する教授を中心に設立された学術出版会である。なおJ{.f立l関係の大学は2005
年4 JJに統合され、本出版会も大阪lIi立、大阪府立Iii大学から構成されることに
なった。

Osaka Municipal Universities Press (OMUP) was established in new millennium 
as an association for academic publications by professors of five municipal uni­
versities. namely Osaka City University. Osaka Prefecture University. Osaka 
Women's University. Osaka Prefectural College of Nursing and Osaka 
Prefectural College of Health Sciences that all located in southern part of Osaka 
Above prefectural Universities united into OPU on April in 2005. Therefore 
OMUP is consisted of two Universities. OCU and OPU. 

「堺・南大阪地域学」シリーズけ肝lj 2 

「大学」を学ぶ

ー大阪府立大学史への誘い 一

2009年3月31 El 初版第1桐発行

労 者 山束 功

発行者 三lII朝義

発行所 大阪公立：大学共同出版会(OMU P) 
〒599-8531大阪府堺市中区学園町1 - 1 

大阪府立大学内
TEL O 7 2 (2 5 1) 6 5 3 3 
FAX O 7 2 (2 5 4) 9 5 3 9 

印刷所 1i限会社扶桑印刷社

© 2009 by Isao Santo, Printed in Japan 
ISBN978- 4-901409- 58- 2 



翌;s,��7:.���,.,gs•-2 llll llll lllll lllll llll l ll l II 
9784901409582 

定価：本体価格800円＋税

I l II llll l l llll ll ll l Ill lll 
1921337008004 


